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広報

主な内容 

◆７月豪雨で甚大な被害 
◆府道網野岩滝線「等楽寺バイパス」完成 
◆市民のみなさんが主役のまちづくりに向け 
　　　「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」が発足 

８月６日、甲子園球場で開かれた「第８月６日、甲子園球場で開かれた「第88回全国高校野回全国高校野

球選手権」の開幕戦で、久美浜高等学校３年生の野球球選手権」の開幕戦で、久美浜高等学校３年生の野球

部員、田中健太さん、小坂一文さん、松田弘晃さん、部員、田中健太さん、小坂一文さん、松田弘晃さん、

田家源也さんの４人が、始球式を務めました。田家源也さんの４人が、始球式を務めました。 

８月６日、甲子園球場で開かれた「第88回全国高校野

球選手権」の開幕戦で、久美浜高等学校３年生の野球

部員、田中健太さん、小坂一文さん、松田弘晃さん、

田家源也さんの４人が、始球式を務めました。 

４人は、昨年の12月、練習後の帰宅途中に、水路

に落ちて骨折している高齢者のかたを発見し、力を

あわせて救出した功績が高く評価され大役に指名さ

れたものです。 

vol.30

あこがれの甲子園で始球式あこがれの甲子園で始球式あこがれの甲子園で始球式あこがれの甲子園で始球式

「京都新聞提供」「京都新聞提供」 「京都新聞提供」「京都新聞提供」

田中健太さん・小坂一文さん・松田弘晃さん・田家源也さん（左から） 

田中健太さん（左） 
小坂一文さん（右） 

田家源也さん（左） 
松田弘晃さん（右） 



　
活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
、
七
月
十
五

活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
、
七
月
十
五

日
の
夕
刻
か
ら
降
り
続
い
た
大
雨
は
、
全
国
各
地

日
の
夕
刻
か
ら
降
り
続
い
た
大
雨
は
、
全
国
各
地

で
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
、
京
丹
後
市
に
お
い

で
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
、
京
丹
後
市
に
お
い

て
も
甚
大
な
被
害
を
被
り
、
と
り
わ
け
丹
後
町
間

て
も
甚
大
な
被
害
を
被
り
、
と
り
わ
け
丹
後
町
間

人
地
域
で
は
、
お
二
人
の
か
た
が
尊
い
命
を
亡
く

人
地
域
で
は
、
お
二
人
の
か
た
が
尊
い
命
を
亡
く

さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
か
た
が
避
難
を
余
儀

さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
か
た
が
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
役
所
で
は
、
気
象
情
報
な
ど
を
も
と
に
、
十

　
市
役
所
で
は
、
気
象
情
報
な
ど
を
も
と
に
、
十

六
日
か
ら
い
ち
早
く
「
災
害
警
戒
本
部
」
を
設
置
し
、

六
日
か
ら
い
ち
早
く
「
災
害
警
戒
本
部
」
を
設
置
し
、

市
消
防
団
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

市
消
防
団
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
な
ど
警
戒
を
強
め

が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
な
ど
警
戒
を
強
め

て
い
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
断
続
的
に
降
り
続
く
雨
に
よ
り
、
土

　
し
か
し
、
断
続
的
に
降
り
続
く
雨
に
よ
り
、
土

砂
く
ず
れ
や
道
路
の
破
損
・
冠
水
に
よ
り
ラ
イ
フ

砂
く
ず
れ
や
道
路
の
破
損
・
冠
水
に
よ
り
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
一
部
が
寸
断
さ
れ
、
十
八
日
に
は
網
野

ラ
イ
ン
の
一
部
が
寸
断
さ
れ
、
十
八
日
に
は
網
野

町
浅
茂
川
地
区
で
六
世
帯
十
八
人
に
避
難
勧
告
を

町
浅
茂
川
地
区
で
六
世
帯
十
八
人
に
避
難
勧
告
を

発
令
。

発
令
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
京
都
府
の
土
砂
災
害
監
視
シ

　
そ
の
よ
う
な
中
、
京
都
府
の
土
砂
災
害
監
視
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
市
内
の
八
観
測
地
点
す
べ
て
で
避

ス
テ
ム
に
よ
る
市
内
の
八
観
測
地
点
す
べ
て
で
避

難
基
準
超
過
の
情
報
が
三
十
三
回
も
入
る
な
ど
、

難
基
準
超
過
の
情
報
が
三
十
三
回
も
入
る
な
ど
、

市
内
全
域
が
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
、

市
内
全
域
が
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
、

市
で
は
広
い
市
域
内
で
的
確
に
危
険
箇
所
を
特
定

市
で
は
広
い
市
域
内
で
的
確
に
危
険
箇
所
を
特
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま
し
た
が
、
同
シ
ス
テ

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま
し
た
が
、
同
シ
ス
テ

ム
の
情
報
を
参
考
に
、
災
害
警
戒
本
部
の
各
支
部
（
各

ム
の
情
報
を
参
考
に
、
災
害
警
戒
本
部
の
各
支
部
（
各

市
民
局
）
に
お
い
て
、
防
災
行
政
無
線
・
有
線
放

市
民
局
）
に
お
い
て
、
防
災
行
政
無
線
・
有
線
放

送
で
随
時
注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
巡
回

送
で
随
時
注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
。
ま
た
、
区
長
さ
ん
に
注
意

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
。
ま
た
、
区
長
さ
ん
に
注
意

を
呼
び
か
け
る
な
ど
の
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

を
呼
び
か
け
る
な
ど
の
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
十
九
日
の
午
前
四
時
十
六
分

　
こ
の
よ
う
な
中
、
十
九
日
の
午
前
四
時
十
六
分

に
は
、
丹
後
町
間
人
地
域
で
幅
二
十
五

に
は
、
丹
後
町
間
人
地
域
で
幅
二
十
五
メ
ー
メ
ー
ト
ル
ト
ル

〜
三
十

〜
三
十

五
メ
ー
メ
ー
ト
ル
ト
ル

、
長
さ
八
十

、
長
さ
八
十
メ
ー
メ
ー
ト
ル
ト
ル

〜
八
十
五

〜
八
十
五
メ
ー
メ
ー
ト
ル
ト
ル

、
土
量
二
〇
〇

、
土
量
二
〇
〇

〇
〜
三
〇
〇
〇
立
方

〇
〜
三
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
メ
ー
ト
ル
ト
ル

に
わ
た
っ
て
墓
地
公
園
が

に
わ
た
っ
て
墓
地
公
園
が

崩
落
。
お
二
人
の
か
た
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

崩
落
。
お
二
人
の
か
た
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

の
連
絡
を
受
け
、
市
で
は
す
ぐ
に
「
災
害
対
策
本
部

の
連
絡
を
受
け
、
市
で
は
す
ぐ
に
「
災
害
対
策
本
部
」

（
本
部
長
・
中
山
市
長
）
を
設
置
（
あ
わ
せ
て
「
現

本
部
長
・
中
山
市
長
）
を
設
置
（
あ
わ
せ
て
「
現

地
災
害
対
策
本
部
」
を
丹
後
地
域
公
民
館
内
に
設
置
）

地
災
害
対
策
本
部
」
を
丹
後
地
域
公
民
館
内
に
設
置
）

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
十
六
世
帯
五
十
人
に
避

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
十
六
世
帯
五
十
人
に
避

難
指
示
を
行
い
ま
し
た
。

難
指
示
を
行
い
ま
し
た
。 

　
お
二
人
の
捜
索
に
あ
た
っ
て
は
、
市
消
防
団
・

　
お
二
人
の
捜
索
に
あ
た
っ
て
は
、
市
消
防
団
・

消
防
本
部
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
、
機
動
隊
、
京
都

消
防
本
部
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
、
機
動
隊
、
京
都

市
消
防
局
、
近
隣
市
町
の
消
防
本
部
な
ど
多
く
の

市
消
防
局
、
近
隣
市
町
の
消
防
本
部
な
ど
多
く
の

み
な
さ
ん
の
献
身
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

み
な
さ
ん
の
献
身
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
昼
夜
を
問
わ
ず
懸
命
に
行
い
ま
し
た
が
、
た
い

ら
昼
夜
を
問
わ
ず
懸
命
に
行
い
ま
し
た
が
、
た
い

へ
ん
残
念
な
こ
と
に
ご
遺
体
で
の
発
見
と
な
り
ま

へ
ん
残
念
な
こ
と
に
ご
遺
体
で
の
発
見
と
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
お
亡
く
な

し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
お
二
人
の
ご
冥
福
を
衷
心
か
ら
お

り
に
な
ら
れ
た
お
二
人
の
ご
冥
福
を
衷
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
調
査
の
結
果
、
崩
落
し
た
墓
地
公
園
の

　
ま
た
、
調
査
の
結
果
、
崩
落
し
た
墓
地
公
園
の

周
辺
斜
面
に
も
一
部
亀
裂
や
ゆ
が
み
が
見
つ
か
っ

周
辺
斜
面
に
も
一
部
亀
裂
や
ゆ
が
み
が
見
つ
か
っ

た
た
め
、
二
十
三
日
に
は
新
た
に
十
七
世
帯
三
十

た
た
め
、
二
十
三
日
に
は
新
た
に
十
七
世
帯
三
十

九
人
に
対
し
避
難
指
示
を
発
令
。
市
で
は
、
関
係

九
人
に
対
し
避
難
指
示
を
発
令
。
市
で
は
、
関
係

機
関
と
対
策
を
協
議
し
、
二
十
六
日
に
は
地
盤
の

機
関
と
対
策
を
協
議
し
、
二
十
六
日
に
は
地
盤
の

ズ
レ
を
監
視
す
る
伸
縮
計
（
ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
）

ズ
レ
を
監
視
す
る
伸
縮
計
（
ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
）

を
十
六
か
所
に
設
置
し
、
二
十
五
世
帯
五
十
八
人

を
十
六
か
所
に
設
置
し
、
二
十
五
世
帯
五
十
八
人

の
か
た
の
避
難
指
示
を
解
除
し
ま
し
た
が
、
今
な
お
、

の
か
た
の
避
難
指
示
を
解
除
し
ま
し
た
が
、
今
な
お
、

崩
落
現
場
直
下
の
八
世
帯
三
十
一
人
の
か
た
に
は

崩
落
現
場
直
下
の
八
世
帯
三
十
一
人
の
か
た
に
は

安
全
を
第
一
に
考
え
避
難
指
示
を
継
続
中
で
あ
り
、

安
全
を
第
一
に
考
え
避
難
指
示
を
継
続
中
で
あ
り
、

不
便
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
便
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
と
し
ま
し
て
は
今
後
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん

市
と
し
ま
し
て
は
今
後
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
一
刻
も
早
い
復
旧
に
全
力
を
上
げ
て
取

と
と
も
に
一
刻
も
早
い
復
旧
に
全
力
を
上
げ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所

　
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所

ま
た
は
各
市
民
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
各
市
民
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
、
七
月
十
五

日
の
夕
刻
か
ら
降
り
続
い
た
大
雨
は
、
全
国
各
地

で
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
、
京
丹
後
市
に
お
い

て
も
甚
大
な
被
害
を
被
り
、
と
り
わ
け
丹
後
町
間

人
地
域
で
は
、
お
二
人
の
か
た
が
尊
い
命
を
亡
く

さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
か
た
が
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
役
所
で
は
、
気
象
情
報
な
ど
を
も
と
に
、
十

六
日
か
ら
い
ち
早
く
「
災
害
警
戒
本
部
」
を
設
置
し
、

市
消
防
団
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
な
ど
警
戒
を
強
め

て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
断
続
的
に
降
り
続
く
雨
に
よ
り
、
土

砂
く
ず
れ
や
道
路
の
破
損
・
冠
水
に
よ
り
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
一
部
が
寸
断
さ
れ
、
十
八
日
に
は
網
野

町
浅
茂
川
地
区
で
六
世
帯
十
八
人
に
避
難
勧
告
を

発
令
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
京
都
府
の
土
砂
災
害
監
視
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
市
内
の
八
観
測
地
点
す
べ
て
で
避

難
基
準
超
過
の
情
報
が
三
十
三
回
も
入
る
な
ど
、

市
内
全
域
が
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
、

市
で
は
広
い
市
域
内
で
的
確
に
危
険
箇
所
を
特
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま
し
た
が
、
同
シ
ス
テ

ム
の
情
報
を
参
考
に
、
災
害
警
戒
本
部
の
各
支
部
（
各

市
民
局
）
に
お
い
て
、
防
災
行
政
無
線
・
有
線
放

送
で
随
時
注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
。
ま
た
、
区
長
さ
ん
に
注
意

を
呼
び
か
け
る
な
ど
の
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
十
九
日
の
午
前
四
時
十
六
分

に
は
、
丹
後
町
間
人
地
域
で
幅
二
十
五
メ
ー
ト
ル

〜
三
十

五
メ
ー
ト
ル

、
長
さ
八
十
メ
ー
ト
ル

〜
八
十
五
メ
ー
ト
ル

、
土
量
二
〇
〇

〇
〜
三
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
墓
地
公
園
が

崩
落
。
お
二
人
の
か
た
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

の
連
絡
を
受
け
、
市
で
は
す
ぐ
に
「
災
害
対
策
本
部
」

（
本
部
長
・
中
山
市
長
）
を
設
置
（
あ
わ
せ
て
「
現

地
災
害
対
策
本
部
」
を
丹
後
地
域
公
民
館
内
に
設
置
）

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
十
六
世
帯
五
十
人
に
避

難
指
示
を
行
い
ま
し
た
。 

　
お
二
人
の
捜
索
に
あ
た
っ
て
は
、
市
消
防
団
・

消
防
本
部
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
、
機
動
隊
、
京
都

市
消
防
局
、
近
隣
市
町
の
消
防
本
部
な
ど
多
く
の

み
な
さ
ん
の
献
身
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
昼
夜
を
問
わ
ず
懸
命
に
行
い
ま
し
た
が
、
た
い

へ
ん
残
念
な
こ
と
に
ご
遺
体
で
の
発
見
と
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
お
二
人
の
ご
冥
福
を
衷
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
調
査
の
結
果
、
崩
落
し
た
墓
地
公
園
の

周
辺
斜
面
に
も
一
部
亀
裂
や
ゆ
が
み
が
見
つ
か
っ

た
た
め
、
二
十
三
日
に
は
新
た
に
十
七
世
帯
三
十

九
人
に
対
し
避
難
指
示
を
発
令
。
市
で
は
、
関
係

機
関
と
対
策
を
協
議
し
、
二
十
六
日
に
は
地
盤
の

ズ
レ
を
監
視
す
る
伸
縮
計
（
ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
）

を
十
六
か
所
に
設
置
し
、
二
十
五
世
帯
五
十
八
人

の
か
た
の
避
難
指
示
を
解
除
し
ま
し
た
が
、
今
な
お
、

崩
落
現
場
直
下
の
八
世
帯
三
十
一
人
の
か
た
に
は

安
全
を
第
一
に
考
え
避
難
指
示
を
継
続
中
で
あ
り
、

不
便
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
と
し
ま
し
て
は
今
後
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
一
刻
も
早
い
復
旧
に
全
力
を
上
げ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所

ま
た
は
各
市
民
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
災
害
時
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
と
財
産

を
守
り
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る
の
は
、

市
の
最
も
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
今
回
の
結
果

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
災
害
対
応
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
今
後
の
自
然
災
害
に
対
し
て
は
、
雨
量
、
水
位
、

京
都
府
土
砂
災
害
監
視
シ
ス
テ
ム
、
気
象
情
報
、

過
去
の
災
害
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
、
特
に
土
砂

災
害
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
一
定
の
整
備
が
さ
れ

て
い
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
の
シ
ス
テ

ム
か
ら
の
情
報
を
基
礎
に
定
量
的
な
基
準
を
設
け
、

適
切
な
避
難
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
災
害
の
危
険
性
を

十
分
に
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
市
か
ら
の
避
難

に
関
す
る
情
報
が
出
さ
れ
た
と
き
は
、
早
め
早

め
の
対
応
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
あ
わ
せ
て
市
で
は
、
土
砂
災
害
に
対
応
す
る

た
め
、
現
在
、
市
内
の
九
百
か
所
を
超
え
る
土

砂
災
害
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、
万
一
土
砂
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
そ
の
被
害
の
お
よ
ぶ
地
域
・

世
帯
を
細
か
く
特
定
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
こ
の
結
果
を
関
係
す
る
区
長
さ
ん
と

共
有
し
、
避
難
者
の
か
た
の
誘
導
、
避
難
所
開

設
な
ど
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

７月豪雨で甚大な被害７月豪雨で甚大な被害

　市から「自主避難」を呼びかけた時点で、必要な地域の高齢者のかたや障害者のかたなどが避

難できる「福祉避難所」を開設し、職員を配置します。その後、「避難勧告」や「避難指示」を発

令した時点では、必要な地域の「避難所」を開設し、職員を派遣して地域の防災拠点とします。

避難所の一覧は、昨年８月に配布しました町別の『京丹後市防災マップ』に記載しています。 

自主避難 
（避難準備情報） 

■市民のみなさんに

求める行動 

大雨などにより災害が発生するおそれがあるときは、「警戒の呼びかけ」

を広報します。市民のみなさんが、余裕をもって適切な避難行動がとれ

るように備えていただくものです。 

 

①これまでの災害の経験を踏まえ、避難が必要なかた（特に高齢者のか

たや障害者のかたなど）は、この時点で自主的に避難所への避難行動

を開始していただくことが重要です。 

②今後の気象情報などに注意し、いつでも避難ができるように準備を整

えてください。 

自主避難の広報 

 (福祉避難所の開設） 

■市民のみなさんに

求める行動 

⇩

⇩

■市民のみなさんに

求める行動 

避難勧告の発令 

 （避難所を開設） 

避難勧告 

居住者のかたに避難を促すもので、「人的被害の発生する可能性が明らか

に高まったとき」に発令します。隣近所で助けあって、速やかに避難所

への避難をすすめるものです。 

 

①火の始末と戸締りを完全にしてください。 

②避難に際しては、非常持出品を持ってください。 

③高齢者のかたや体の不自由なかた、幼児や病人のかたがいらっしゃる

ご家庭には、隣近所で声を掛け合い、助けあって避難してください。 

避難のための指示で、「避難勧告」より拘束力が強いものです。災害の前

兆現象や現在の切迫した状況から、「人的被害の発生する危険性が非常に

高いとき」また「災害が発生したとき」に発令します。直ちに避難所へ

避難してください。 

 

①避難勧告などの発令後で、避難行動中のときは、直ちに避難行動を完

了してください。 

②まだ、避難していないときは、直ちに避難行動に移るとともに、その

いとまがない場合は、生命を守る最低限の行動をとってください。 

■市民のみなさんに

求める行動 

避難指示の発令 

 （避難所を開設） 

避難指示 

避難情報 

避難所の開設 

　避難情報は、①自主避難（避難準備情報）、②避難勧告、③避難指示の３段階で

お知らせします。これらの違いをあらかじめご理解いただき、自らの判断で早めに

対応していただくことが「自分の身を守る」ことにつながります。 
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府
道
網
野
岩
滝
線

府
道
網
野
岩
滝
線

「
等
楽
寺
バ
イ
パ
ス
」
が
完
成

「
等
楽
寺
バ
イ
パ
ス
」
が
完
成 

府
道
網
野
岩
滝
線

「
等
楽
寺
バ
イ
パ
ス
」
が
完
成 

　
幅
員
が
狭
い
う
え
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、

歩
行
者
ま
た
通
行
車
両
の
安
全
確
保
の
点
か

ら
、
京
都
府
が
整
備
を
進
め
て
い
た
弥
栄
町

等
楽
寺
の
府
道
網
野
岩
滝
線
「
等
楽
寺
バ
イ

パ
ス
」
が
、
七
月
二
十
一
日
に
開
通
し
ま
し

た
。 

　
網
野
岩
滝
線
は
、
網
野
町
を
起
点
と
し
て
、

弥
栄
町
・
大
宮
町
を
経
て
与
謝
野
町
に
至
る

総
延
長
二
三
・
四
㌔
メ
ー
ト
ル
の
主
要
地
方

道
。
国
道
三
一
二
号
と
と
も
に
、
京
丹
後
市

と
宮
津
市
、
舞
鶴
市
方
面
と
を
結
ぶ
幹
線
道

路
で
す
が
、
特
に
弥
栄
町
等
楽
寺
地
区
・
外

村
地
区
の
一
部
で
は
道
幅
が
狭
く
、
車
両
同

士
の
離
合
も
困
難
な
こ
と
か
ら
早
期
の
対
策

が
強
く
望
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
網
野
岩
滝
線
の
整
備
は
、
平
成
四
年
度
か

ら
平
成
十
八
年
度
に
か
け
て
進
め
ら
れ
て
き

た
も
の
で
、
今
回
開
通
し
た
バ
イ
パ
ス
は
、

九
四
〇
メ
ー
ト
ル

で
、
一
昨
年
三
月
に
供
用
を
開
始

し
た
区
間
（
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

）
を
あ
わ
せ
、
全
長

一
、
五
四
〇
メ
ー
ト
ル

が
完
成
。
「
等
楽
寺
橋
」（
三

三
メ
ー
ト
ル

）
と
「
中
の
橋
」
（
二
八
メ
ー
ト
ル

）
の
二
つ

の
橋
を
新
た
に
架
け
る
と
と
も
に
、
幅
員
も

こ
れ
ま
で
の
三
〜
四
メ
ー
ト
ル

か
ら
六
メ
ー
ト
ル

（
歩
道
な

ど
を
含
め
る
と
一
一
メ
ー
ト
ル

）
に
拡
幅
さ
れ
ま
し

た
。 

　
地
元
の
吉
岡
徳
夫
等
楽
寺
区
長
は
「
み
な

さ
ん
の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
の
開

通
で
感
慨
深
い
。
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
待
望
の
完

成
を
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
回
の
「
等
楽
寺
バ
イ
パ
ス
」
開

通
は
、
安
心
・
安
全
な
道
路
交
通
が
確
保
さ

れ
る
と
と
も
に
、
丹
後
地
域
の
さ
ら
な
る
産

業
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

安全確保・産業振興に期待 

新たな工業団地の用地選定へ向け 

京丹後市工業団地造成地選定等審査委員会を発足を発足 京丹後市工業団地造成地選定等審査委員会を発足 

市内最大規模となる工業団地の

整備に向け検討を開始 

等楽寺橋 

中の橋 

安
全
確
保
と
と
も
に
、
産
業
振
興
に
も 

期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
「
等
楽
寺
バ
イ
パ
ス
」 

　
市
で
は
、
市
内
の
工
業
団
地
の
区
画
が
完
売
間
近
で
あ
る

と
と
も
に
、
地
元
企
業
な
ど
か
ら
新
た
な
工
業
団
地
整
備
の

要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
最
大
規
模
と
な
る
工
業
団
地

造
成
を
計
画
。
そ
の
用
地
選
定
に
向
け
、
こ
の
た
び
「
京
丹

後
市
工
業
団
地
造
成
地
選
定
等
審
査
委
員
会
」
を
発
足
し
ま

し
た
。 

　
市
内
に
は
、
五
つ
の
工
業
団
地
（
峰
山
・
赤
坂
工
業
団
地
、

大
宮
・
清
水
工
業
団
地
、
丹
後
・
大
山
工
業
団
地
、
久
美
浜
・

永
留
お
よ
び
谷
工
業
団
地
）
が
あ
り
ま
す
が
、
谷
工
業
団
地

の
一
区
画
を
除
い
て
す
べ
て
売
却
済
み
。
ま
た
、
基
幹
産
業

で
あ
る
機
械
金
属
業
な
ど
が
好
況
に
推
移
す
る
中
、
事
業
規

模
の
拡
大
や
工
場
増
設
の
意
向
を
持
つ
企
業
の
要
望
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
格
的
な
新
工
業
団
地
を
整
備
し
、
機
械
金
属

や
食
品
加
工
な
ど
の
も
の
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し
た
産
業
振

興
と
雇
用
拡
大
を
抜
本
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 

　
「
工
業
団
地
造
成
地
選
定
等
審
査
委
員
会
」
は
、
市
議
会

議
員
や
商
工
関
係
団
体
、
区
長
連
絡
協
議
会
、
京
丹
後
青
年

会
議
所
な
ど
二
十
五
人
で
構
成
し
、
八
月
三
日
に
開
い
た
第

一
回
会
議
で
は
、
委

員
長
に
荒
田
助
役
、

ま
た
副
委
員
長
に
今

西
俊
明
丹
後
機
械
工

業
協
同
組
合
理
事
長

を
選
任
。
同
審
査
委

員
会
で
は
、
新
工
業

団
地
の
場
所
や
規
模
、

ま
た
あ
り
方
も
含
め

て
慎
重
に
協
議
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

市民のみなさんが主役のまちづくりに向けて 

「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」が発足 
市民のみなさんが主役のまちづくりに向けて 

「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」が発足 

今西　欽一　弥栄町 

坂根惠美子　峰山町 

櫻井　俊輔　網野町 

石井　内海　峰山町 

隅倉　良雄　峰山町 

田村秀四郎　峰山町 

藤村　英子　峰山町 

小幡　利夫　大宮町 

足達　昌久　網野町 

梅田　泰久　網野町 

梅本　栄作　網野町 

山副　孝雄　弥栄町 

小谷　篤己　久美浜町 

宮田　惠夫　久美浜町 

会　長 

副会長 

副会長 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
図
ろ
う
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
自
ら
が

主
体
的
に
運
営
さ
れ
る
「
京
丹
後
市
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
の
制
定
を
す
す
め
る
会
」
を
こ
の

た
び
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
社
会
な
ど
時
代

の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
地
域
の
行
政
は
、
地

域
の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
決
定
し
、

そ
の
責
任
に
つ
い
て
も
自
分
た
ち
が
負
う
と
い

う
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、
平
成

十
二
年
に
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方
分
権
一
括
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
地
方
分

権
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

行
政
の
関
係
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に

し
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

か
の
基
本
原
則
を
確
認
し
あ
う
「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」
の
制
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
同
会
は
、
公
募
に
よ
り
応
募
さ
れ
た
、
年
齢

ま
た
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
幅
広
い
分
野
の
市
民

の
み
な
さ
ん
十
四
人
（
男
性
十
二
人
・
女
性
二

人
）
で
構
成
さ
れ
、
無
報
酬
で
自
主
的
に
活
動

さ
れ
ま
す
。 

　
七
月
二
十
二
日
に
市
役
所
会
議
室
で
開
か
れ

た
第
一
回
会
議
で
は
、
会
長
に
今
西
欽
一
さ
ん

（
弥
栄
町
）、
副
会
長
に
坂
根
惠
美
子
さ
ん
（
峰

山
町
）
と
、
網
野
高
等
学
校
三
年
生
の
櫻
井
俊

輔
さ
ん
（
網
野
町
）
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、

会
則
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
会
員
の
総
意
に

よ
り
決
定
。 

　
今
西
会
長
は
「
こ
の
条
例
は
、
市
の
憲
法
に

あ
た
る
も
の
で
、
熱
意
の
あ
る
み
な
さ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
き
努
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
坂
根
副
会
長
は
「
一
か
ら
勉
強
し
、
こ
の
会

全
体
が
少
し
で
も
い
い
方
向

に
進
む
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
」
、
ま
た
櫻
井
副
会

長
は
「
こ
の
会
の
公
募
を
見
て
、

こ
れ
だ
と
思
っ
た
。
若
い
視

点
か
ら
ま
ち
を
み
て
、
考
え

る
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
の

会
の
力
に
な
り
た
い
」
と
条

例
の
制
定
に
向
け
、
力
強
く

話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

会員のみなさん 
（敬称略） 

地
理
的
特
性
を
活
か
し
た

地
理
的
特
性
を
活
か
し
た 

　
市
国
民
保
護
計
画
の
策
定
を
め
ざ
す

　
市
国
民
保
護
計
画
の
策
定
を
め
ざ
す 

地
理
的
特
性
を
活
か
し
た 

　
市
国
民
保
護
計
画
の
策
定
を
め
ざ
す 

　
武
力
攻
撃
の
事
態
な
ど
に
お
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生

命
や
身
体
、
財
産
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
避
難
や
対
処
を

的
確
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
の
「
京
丹
後
市
国
民
保
護
計
画
」

の
策
定
を
め
ざ
し
、
こ
の
た
び
「
京
丹
後
市
国
民
保
護
協
議

会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。 

　
国
に
お
い
て
は
、「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
い
わ
ゆ
る
「
国
民
保
護

法
」
が
平
成
十
六
年
に
成
立
し
、
同
年
九
月
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
律
の
中
で
市
町
村
は
、「
国
民
保
護
協
議
会
」

を
設
置
し
、「
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
京
丹
後
市
に
お
い
て
も
、
地
域
性
に
あ
っ
た
計
画
を

今
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
同
協
議
会
は
、
中
山
市
長
を
会
長
に
三
十
人
の
委
員
で
構

成
。
舞
鶴
海
上
保
安
部
や
陸
・
海
・
空
の
自
衛
隊
、
電
力
や

通
信
、
鉄
道
、
バ
ス
会
社
、
ま
た
市
内
の
医
師
会
や
区
長
連

絡
協
議
会
な
ど
の
各
団
体
の
代
表
で
組
織
し
て
い
ま
す
。 

　
八
月
一
日
に
市
役
所
会
議
室
で
開
い
た
第
一
回
協
議
会
で

は
、
同
法
策
定
の
経
過

や
計
画
作
成
の
基
本
的

な
考
え
方
な
ど
を
確
認
。

委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら

は
「
市
民
の
避
難
と
と

も
に
、
避
難
者
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
観
点
も

大
切
」
、
「
漁
業
者
と
の

連
携
も
必
要
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。 

初回から熱心な意見が交わされた協議会 

まちづくりの基本となる条例の

策定に向け、検討を始めました 
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高等学校３年生を副会長に選任 

道

路

整

備 

工
業
団
地
整
備 

ま
ち
づ
く
り 



イベント列車　　　　　　　　　　　　 

「ぶらり舞鶴・ええとこめぐり」「ぶらり舞鶴・ええとこめぐり」 

イベント列車　　　　　　 

「ぶらり舞鶴・ええとこめぐり」 

◎実 施 日　10月22日（日） 
 　　　　　（久美浜駅発で市内各駅に停車し西舞鶴駅へ） 

◎定　　員　90人（申し込み先着順） 

◎対 象 者　市内在住または在勤のかた 

◎参 加 費　大人6,900円・子ども4,700円・幼児100円 

◎申し込み　ハガキまたはファクシミリで下記へお申し込

みください。（申込者全員の氏名・年齢・乗車

駅名、代表者の氏名・住所・郵便番号・電話

番号をご連絡ください） 

◎申込先・お問い合わせ先 

 　　　　　〒626-0041　宮津市鶴賀2065-4 

 　　　　　北近畿タンゴ鉄道（株）鉄道事業本部総務課 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京丹後市民号係 

　　　　　　　　　（☎0772-25-2323・FAX0772-25-2380） 

※金額、コースなどは変更になる場合があります。 

ＫＴＲ利用促進事業 

市内初の市内初の 

　レンタカー営業所　レンタカー営業所 

　　　　　　オープン　　　　　　オープン 

市内初の 

　レンタカー営業所 

　　　　　　オープン 

　
市
内
で
初
め
て
と
な
る
レ
ン
タ

カ
ー
の
営
業
所
が
、
八
月
四
日
に

峰
山
駅
近
く
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。 

　
京
丹
後
市
は
、
豊
富
な
観
光
資

源
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
五
〇
〇
平

方
㌔
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
広
大
な

面
積
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
つ
な
ぐ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
課
題
の
一

つ
に
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
京
都
経
済
同

友
会
北
部
部
会
（
今
井
一
雄
部
会

長
）
と
丹
後
広
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
協
議
会
が
丹
後
地
域
の
交
通

体
系
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
開
設
さ
れ
た
レ
ン
タ
カ
ー

営
業
所
は
、
峰
山
町
観
光
協
会
・

羽
衣
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
中
川
芳
隆

駅
長
）
と
峰
山
自
動
車
株
式
会
社

（
矢
谷
平
夫
社
長
）
が
共
同
に
よ

り
出
店
。 

　
八
月
四
日
に
営
業
所
前
で
開
か

れ
た
開
業
記
念
式
に
は
、
市
や
京

都
府
な
ど
関
係
者
約
二
十
人
が
出

席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
を
行

い
念
願
の
開
業
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
開
業
に
よ
り
、
地
域
交

通
体
系
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
レ
ン
タ
カ
ー
に
よ
る
観
光

客
の
利
便
性
の
向
上
に
よ
り
、
来

訪
者
の
増
加
に
拍
車
が
か
か
る
な

ど
、
市
の
活
性
化
に
大
い
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　京丹後市・北近畿タンゴ鉄道では、本市の

基幹交通であるＫＴＲ（北近畿タンゴ鉄道）

を多くのかたに利用していただこうと、「京

丹後市民号『ぶらり舞鶴・ええとこめぐり』」

と題したイベント列車を運行します。 

京丹後市民号 

観
光
客
の
増
加
に
期
待

観
光
客
の
増
加
に
期
待

観
光
客
の
増
加
に
期
待

10：00ごろ 10：20ごろ～11：00ごろ 11：40ごろ～12：40ごろ 13：00ごろ～14：00ごろ 

14：20ごろ～15：00ごろ 15：40ごろ～16：25ごろ 16：45ごろ 

西舞鶴駅　➡　五老スカイタワー　➡　マーレたかた（昼食）　➡　舞鶴引揚記念館　➡

舞鶴赤レンガ博物館　➡　舞鶴港とれとれセンター　➡　西舞鶴駅

8：33 8：37 8：43 8：50 8：57 9：05 9：11 9：59
久美浜➡甲山➡丹後神野➡木津温泉➡網野➡峰山➡丹後大宮➡西舞鶴（バスに乗り換え） 行き 

行　程 

16：57 18：03 18：09 18：24 18：31 18：37 18：44 18：47
（バスから乗り換え）西舞鶴➡丹後大宮➡峰山➡網野➡木津温泉➡丹後神野➡甲山➡久美浜 帰り 

舞鶴湾を一望 

世界のレンガを展示中 クーポン券＆お土産つき 

季節御膳で舌づつみ 平和の尊さ・平和の祈りを 

テープカットを行い開業を祝いました 

丹後のええもん　うまいもんをＰＲ

　
丹
後
の
優
れ
た
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
ろ
う
と
、
「
京
都
丹
後

ブ
ラ
ン
ド
産
品
会
」（
行
待
佳
平
会
長
）（
※
）
の
み
な
さ
ん
が
、

七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
七
日
間
、
京
丹
後
市
の

玄
関
口
に
あ
た
る
大
宮
町
の
国
道
沿
い
で
、
「
丹
後
の
え
え
も

ん
　
う
ま
い
も
ん
店
ｉ
ｎ
京
丹
後
」
と
銘
打
っ
た
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
（
消
費
者
の
か
た
な
ど
の
動
向
を
探
る
店
）
を
開
設
さ

れ
、
多
く
の
来
店
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
小
物
や
農
・

海
産
物
の
加
工
品
、
地
酒
、
創
作
工
芸
品
な
ど
の
逸
品
が
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
、
訪
れ
た
か
た
一
人
ひ
と
り
に
素
材
や
工
法
を

て
い
ね
い
に
説
明
す
る
な
ど
、
京
丹
後
の
「
え
え
も
ん
　
う
ま

い
も
ん
」
を
存
分
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
「
当
地
を
訪
れ
る
か
た
に
京
丹
後
の
魅
力
を
直
接

伝
え
る
常
設
の
Ｐ
Ｒ
店
舗
が
地
元
に
も
必
要
で
あ
る
」
と
の
観

点
か
ら
試
験
的
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
会
員
の
み
な
さ
ん
は
、

集
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
今
秋
以
降
の
本
格
的
な
オ
ー
プ

ン
に
向
け
、
売
れ
筋
商
品
の
把
握
や
顧
客
デ
ー
タ
の
収
集
な
ど

を
行
わ
れ
ま
す
。 

 

※
京
都
丹
後
ブ
ラ
ン
ド
産
品
会 

　
丹
後
ら
し
さ
の
表
現
に
特
に
優

れ
た
地
場
産
品
と
し
て
「
Ｔ
ａ
ｎ

ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
」

の
認
定
を
受
け
た
事
業
の
う
ち
の

七
十
七
社
で
組
織
。
同
会
は
、
年

数
回
に
わ
た
っ
て
、
京
都
や
名
古

屋
、
東
京
を
は
じ
め
全
国
各
地
で

の
物
産
展
の
開
催
や
、
通
信
販
売
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
展
開
に
よ
り
、
販

路
拡
大
や
地
場
産
業
の
活
性
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

丹後のええもん　うまいもんをＰＲ

京
丹
後
ら
し
さ
に
優
れ
た
産
品
七
十
一
点
を

京
丹
後
ら
し
さ
に
優
れ
た
産
品
七
十
一
点
を

Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
に
認
定

Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
に
認
定

京
丹
後
ら
し
さ
に
優
れ
た
産
品
七
十
一
点
を

Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
に
認
定

丹
後
の
え
え
も
ん
　
う
ま
い
も

ん
を
一
堂
に
そ
ろ
え
、
京
丹
後

を
Ｐ
Ｒ 

▲一品一品を慎重に審査 

優秀産品に 

　　　選ばれた認定品

大宮でアンテナショップを開設大宮でアンテナショップを開設

　
丹
後
ら
し
さ
の
表
現
に
特
に
優
れ
た
地
場
産

品
を
「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

ｓ
（
タ
ン
ゴ
　
グ
ッ
ド
　
グ
ッ
ズ
）」
と
し
て
認

定
し
、
販
路
の
拡
大
を
図
る
「
丹
後
ブ
ラ
ン
ド

商
品
販
売
促
進
事
業
」
の
今
年
度
の
認
定
審
査

会
が
、
八
月
一
日
と
二
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
「
ア
ミ

テ
ィ
丹
後
」（
網
野
町
網
野
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
同
事
業
は
、
小
規
模
生
産
者
の
か
た
を
は
じ
め
、

個
々
で
は
広
く
Ｐ
Ｒ
を
図
れ
な
い
事
業
者
の
か

た
の
優
秀
な
産
品
を
丹
後
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し

て
認
定
し
、
流
通
の
促
進
を
図
る
な
ど
生
産
者

の
か
た
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
よ
う
と

平
成
十
一
年
か
ら

毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。 

　
今
年
は
、
四
十

七
社
か
ら
百
点
の

応
募
が
あ
り
、
観

光
客
の
か
た
な
ど
に
推
奨
で
き
、
丹
後
独
自
の

伝
統
が
し
の
ば
れ
る
な
ど
、
丹
後
ら
し
い
商
品

で
あ
る
こ
と
を
基
準
に
審
査
。
優
秀
産
品
と
し

て
▽
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
（
宮
津
市
・
村
田
堂
）、

▽
貝
び
な
人
形
（
京
丹
後
市
・
丹
後
八
姫
会
）、

▽
赤
ワ
イ
ン
「
茜
」（
宮
津
市
・
天
橋
立
ワ
イ
ン
）、

▽
麗
峰
特
別
本
醸
造
「
天
地
人
力
・
原
酒
」（
京
丹

後
市
・
峰
山
酒
蔵
）
の
四
点
を
選
ぶ
と
と
も
に
、

七
十
一
点
（
条
件
付
き
認
定
十
三
点
を
含
み
ま
す
）

を
「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
」

と
し
て
新
た
に
認
定
し
、
同
事
業
の
認
定
は
計

三
百
八
十
五
点
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
認
定
商
品
を
一
堂
に
集
め
た
「
第

八
回
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ

見
本
市
」
を
、
十
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
宮

津
市
民
体
育
館
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
カ
タ

ロ
グ
の
作
成
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
、
ま

た
全
国
各
地
で
開
催
す
る
物
産
展
に
お
い
て
も

広
く
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ

ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
」

の
認
定
マ
ー
ク 
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和牛の放牧により
　　　有害鳥獣被害・農地保全効果を検証
和牛の放牧により
　　　有害鳥獣被害・農地保全効果を検証

　
遊
休
農
地
・
荒
廃
林
が
増
え
る
中
、

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
と
と
も
に
、
景
観
や
自
然

体
系
の
喪
失
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
遊
休

農
地
に
和
牛
を
放
牧
し
、
獣
害
防
止

と
農
地
保
全
へ
の
効
果
を
検
証
す
る

「
レ
ン
タ
カ
ウ
」
事
業
に
着
手
し
ま

し
た
。 

 

　
近
年
、
農
家
の
高
齢
化
に
よ
る
離

農
や
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
農
林

地
の
荒
廃
が
進
行
。
人
の
手
の
入
ら

な
い
荒
廃
地
が
、
病
虫
害
の
巣
に
な

る
と
と
も
に
、
や
ぶ
な
ど
に
身
を
隠

し
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が
人
里
近
く

ま
で
出
没
し
、
農
作
物
へ
の
被
害
も

広
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
「
レ
ン
タ
カ
ウ
」
は
、
耕
作
さ
れ

な
く
な
っ
た
田
や
畑
で
和
牛
の
放
牧

を
行
い
、
牛
が
草
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
病
虫
害
の
防
止
や
農
地
保
全
を

図
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

な
ど
の
人
里
へ
の
接
近
を
防
ぐ
も
の

で
す
。 

　
今
回
の
検
証
は
、
峰
山
町
長
岡
地

域
（
委
託
先
・
長
岡
農
機
組
合
）
と

久
美
浜
町
佐
野
の
二
地
域
（
委
託
先
・

佐
野
甲
区
中
山
間
推
進
委
員
会
）
の

計
三
地
域
に
委
託
し
、
八
月
か
ら
九

月
末
ま
で
約
二
か
月
に
わ
た
っ
て
実

施
。 

　
八
月
三
日
に
は
、
峰
山
町
長
岡
地

域
の
以
前
畑
で
あ
っ
た
九
、
七
四
九

平
方
メ
ー
ト
ル

で
放
牧
。
午
前
十
時
三
十
分

に
碇
高
原
牧
場
か
ら
運
ば
れ
た
め
す

二
頭
は
、
長
岡
農
機
組
合
（
嶋
田
喜

一
代
表
）
や
長
岡
緑
の
少
年
団
（
隅

倉
良
雄
団
長
）
が
見
守
る
中
、
電
気

柵
を
張
り
、
地
域
の
か
た
の
手
づ
く

り
の
水
飲
み
場
が
設
置
さ
れ
た
中
に

放
さ
れ
る
と
、
大
き
な
体
を
ゆ
ら
し

な
が
ら
七
〇
〜
八
〇
セ
ン
チ

に
伸
び
た
ス

ス
キ
や
ヨ
モ
ギ
を
お
い
し
そ
う
に
黙
々

と
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
他
の
二
地
域
で
も
そ
れ
ぞ

れ
二
頭
ず
つ
を
放
牧
し
、
市
で
は
、

委
託
先
か
ら
の
状
況
記
録
や
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
な
ど
か
ら
効
果
な
ど
を
分

析
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

  

峰山町長岡の放牧地で 
雑草を食べるレンタカウ 

第６回 
丹後「農業・農村」写真コンクール 

作品を募集 

第６回 
丹後「農業・農村」写真コンクール 

作品を募集 
「京丹後市の農業・農村」を基本テーマとして、

農業の営み、農業者の姿、農村のくらし、農村

の祭り、農業水利施設（ため池など）などを写

した写真を募集します。ただし、京丹後市内で

概ね２年以内に撮影したものに限ります。 

応募者の住所、勤務地は問いません。応募点数

に制限はありませんが、入賞は１作品までとし

ます。 

四切（ワイド含む）のカラーまたは白黒プリン

ト。デジタルカメラも同様とします。ただし、

未加工のもので、ネガなどの提出は必要ありま

せん。　 

平成19年２月28日（水）　　 

京都造形芸術大学・水野哲雄教授を審査委員長

とする審査委員会にて選考し、入賞者のかたに

直接通知します。また、入賞作品は、展示発表

を行う予定です。 

〒629-2501 京丹後市大宮町口大野226 

　京丹後市役所農林水産部農村調整課内 

　　丹後支部写真コンクール係（☎69-0410） 

■募集作品 

 

 

 

 

■応募資格 

 

 

■サイズなど 

 

 

 

■応募締切 

■発　　表 

 

 

 

■応募先・

お問い合わせ先 

■賞・副賞 

　＜一般部門＞　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　☆金賞（１点以内）　賞金30,000円または地元特産品 

　☆銀賞（１点以内）　賞金20,000円または地元特産品 

　☆銅賞（１点以内）　賞金10,000円または地元特産品 

　☆入選（５点以内）　賞金  2,000円または地元特産品 

　＜高校生の部門＞ 

　☆金賞（１点以内）　図書カード10,000円 

　☆銀賞（１点以内）　図書カード  7,000円 

　☆銅賞（１点以内）　図書カード  5,000円 

　☆入選（５点以内）　図書カード  2,000円 

 

※応募作品は、未発表で、版権のないものおよびその予

定のないものに限ります。 

※応募票に未記入があった場合（特に撮影場所、撮影日）、

審査の対象から外す場合があります。 

※応募作品は、返却しません。 

※応募作品は、農業・農村のＰＲ（パンフレット、展示

など）に使用します。 

　丹後地域の農業・農村には、数多くの文化遺産や豊かな歴史的

風土があり、風光明びな風景を醸し出しています。後世に残した

い自然、守りたい風景、農業や農村の伝統文化をご理解していた

だき、また広く訴えていくために、写真コンクールを開催します。 

　　　　　　■主催　京都府土地改良事業団体連合会丹後支部 

　　　　　　■後援　京都府丹後広域振興局・京丹後市 

京都府消防操法大会 
　ポンプ車操法の部 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
宮
津
市
消
防
団 

　
準
優
勝
　
亀
岡
市
消
防
団 

　
三
　
位
　
京
丹
後
市
消
防
団 

　
　
　
指
揮
者
　
森
岡
　
　
桂 

　
　
　
一
番
員
　
川
口
　
　
剛 

　
　
　
二
番
員
　
和
田
　
宣
夫 

　
　
　
三
番
員
　
吉
村
　
拓
実 

　
　
　
四
番
員
　
田
村
　
公
範 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
与
謝
野
町
（
岩
滝
町
）
消
防
団 

　
準
優
勝
　
綾
部
市
消
防
団
　 

　
三
　
位
　
木
津
町
消
防
団 

（
敬
称
略
） 

成
　
績 

京丹後市が見事３位に入賞 京都府消防操法大会 
　ポンプ車操法の部 京丹後市が見事３位に入賞 

　
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
八
月
六
日
、
京
都

府
立
丹
波
自
然
公
園
（
京
丹
波
町
）
で
開
か
れ
た

「
第
十
九
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
」
の
「
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
」
で
、
京
丹
後
市
消
防
団
が
見
事

三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。 

　
今
大
会
に
は
、
府
内
の
消
防
団
や
消
防
職
員
、

関
係
者
な
ど
約
千
七
百
人
が
参
加
し
、「
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
」
に
七
団
、
ま
た
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
」
に
三
十
二
団
が
出
場
。
各
市
町
村
ご
と
の

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
団
員
の
み
な
さ
ん

が
、
訓
練
に
次
ぐ
訓
練
の
成
果
を
次
々

と
披
露
。
京
丹
後
市
か
ら
は
両
部
門

と
も
「
市
操
法
競
技
大
会
」
に
お
い

て
優
勝
を
飾
っ
た
「
大
宮
町
消
防
団
」

が
出
場
し
、
迅
速
か
つ
正
確
な
操
法

を
披
露
し
ま
し
た
。 

京
丹
後
市
消
防
本
部

京
丹
後
市
消
防
本
部

　
六
月
二
十
八
日
に
、
京
都
市
消
防
学
校
で
開
か
れ
た
「
第

三
十
五
回
消
防
救
助
東
近
畿
地
区
指
導
会
京
都
府
選
抜
会
」

で
、
京
丹
後
市
消
防
本
部
の
井
上
忠
司
消
防
副
士
長
、
山
本

景
一
消
防
副
士
長
、
木
下
夢
大
消
防
副
士
長
の
三
人
が
、
三

人
一
組
で
煙
道
（
横
坑
）
内
に
進
入
し
要
救
助
者
を
救
出
す

る
「
ほ
ふ
く
救
出
」
の
部
門
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
救
助
隊
員
が
出
場
し
、
災
害
現
場
活
動
に
即
応
で
き

る
高
度
な
技
術
を
競
う
大
会
で
あ
り
、
日
々
の
厳
し
い
訓
練

で
培
っ
た
強
じ
ん
な
体
力
と
精
神
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。 

　
三
人
は
、
四
年
前
の
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
全
国

大
会
に
続
き
、
八
月
二
十
四
日
に
北
海
道
札
幌
市
で
開
か
れ

る「
第
三
十
五
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
」（
財
団
法
人
全
国

消
防
協
会
主
催
）
に
京
都
府
の
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。 

﹁
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
﹂
に
出
場

﹁
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
﹂
に
出
場

京
丹
後
市
消
防
本
部

「
消
防
救
助
東
近
畿
地
区
指
導
会
京
都
府
選
抜
会
」
で
優
勝

「
消
防
救
助
東
近
畿
地
区
指
導
会
京
都
府
選
抜
会
」
で
優
勝 

「
消
防
救
助
東
近
畿
地
区
指
導
会
京
都
府
選
抜
会
」
で
優
勝 

﹁
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
﹂
に
出
場

京都府選抜会での優勝を報告される、

井上忠司消防副士長、山本景一消防副

士長、木下夢大消防副士長（左から） 

京丹後市消防本部　山形昭裕さん京丹後市消防本部　山形昭裕さん 

第6161回国民体育大会（カヌー競技）出場回国民体育大会（カヌー競技）出場 

京丹後市消防本部　山形昭裕さん京丹後市消防本部　山形昭裕さん 

第6161回国民体育大会（カヌー競技）出場回国民体育大会（カヌー競技）出場 

京丹後市消防本部　山形昭裕さん 

第61回国民体育大会（カヌー競技）出場 
山形昭裕さん（写真右）が「第61回国民

体育大会」（カヌー競技）に出場が決定。ご

健闘をお祈りします。 

京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
が

京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
の
企
業
で
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
の
企
業
で
研
修 

京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
の
企
業
で
研
修 

　
市
と
「
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
締
結

し
て
い
る
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
が
、

七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
五
日
間
、
市
内

の
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学
生
が
企
業
で
短
期

間
業
務
の
研
修
を
行
う
こ
と
）
と
し
て
、
企
業
の
実
情

と
と
も
に
、
最
先
端
の
技
術
・
伝
統
の
技
術
を
学
び
ま

し
た
。 

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
大
学
の
夏
休
み
期

間
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
参
加
さ
れ
た
の
は

同
大
学
先
端
フ
ァ
イ
ブ
ロ
科
学
専
攻
の
大
学
院
一
年
・

二
年
の
み
な
さ
ん
九
人
。
地
場
産
業
で
あ
る
機
械
金
属

業
を
中
心
に
八
社
で
研
修
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
合
宿
所
と
し
て
利
用

し
た
杉
谷
太
鼓
保
存
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
、
宿
泊
や

食
事
面
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、
研
修

後
の
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
一
時
間
程
度
、
近
所
の
子

ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
宿
題
の
講
師
役
を
か
っ
て
で
る

な
ど
、
地
域
の
か
た
と
の
ふ
れ
あ
い
も
深
め
ま
し
た
。 

　
小
滝
助
教
授
は
「
大
学
で
は
得
ら
れ
な
い
、
と
て
も

す
ば
ら
し
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、

人
の
よ
さ
や
人
間
関
係
な
ど
、
温
か
い
『
気
持
ち
』・『
心
』

に
触
れ
、
私
を
含
め
学
生
み
ん
な
が
感
激
し
て
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

学
生
の
水
野
尚
さ
ん
（
大
学

院
二
年
）
は
「
せ
み
の
声
が

さ
わ
や
か
で
、
空
気
も
お
い

し
い
京
丹
後
市
が
大
好
き
に

な
り
ま
し
た
」
と
短
い
期
間

で
し
た
が
京
丹
後
市
の
魅
力

を
存
分
に
感
じ
と
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

学生のかたがプログラム
した精密部品を自ら加工 

京丹後の温かさに感激

平成18年９月 平成18年９月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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消
　
　
　
防 

研
　
　
　
修 

農
　
　
　
業 



地域の課題について 
　　　　参加者と意見交換を実施 

「協働のまちづくり」をめざして 「協働のまちづくり」をめざして 

　
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
自
治
の
現
場
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
を
起
点
に
自
治
体
が
発
展

し
て
い
く
す
が
た
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
政
に
対

す
る
理
解
と
協
働
意
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

市
政
参
画
の
機
会
を
つ
く
る
た
め
、
七
月
二

十
五
日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
で
、

各
町
域
ご
と
に
「
市
政
懇
談
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、
市
長
な
ど
が
直
接

地
域
へ
出
向
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
積
極

的
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
懇
談
内
容
を
二
回
に
わ
け
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
今
回
は
大
宮
、
峰
山
、
久
美
浜

で
の
意
見
交
換
に
つ
い
て
、
抜
粋
で
ご
紹
介

し
ま
す
。 

 

市政懇談会を開催 

 

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
〜
国
道
三
一
二
号
の 

　
　
　
　
　
　
路
線
計
画
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い 

大　宮 大　宮 

峰
　
山

峰
　
山 

峰
　
山 

久美浜 久美浜 

７月25日 

地域の課題について 
　　　　参加者と意見交換を実施 

▼
今
年
、
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
宮
津
網

野
線
の
森
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
事

業
に
着
手
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
国
道

三
一
二
号
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
路
線
計

画
を
う
か
が
い
た
い
。 

▼
ア
ク
セ
ス
道
路
の
接
続
箇
所
に
は
複
数
の

選
択
肢
が
あ
り
、
精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
あ
わ
せ
て
幅
員
拡
幅
な
ど
の
道
路
改
良

を
疎
漏
の
な
い
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

▼
高
齢
者
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が

昨
年
に
比
べ
激
減
し
た
。
道
路
運
送
法
と
の

関
係
も
聞
い
て
い
る
が
、
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で

は
十
五
人
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
二
人
し

か
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
話
も
聞
い

て
い
る
。
以
前
の
五
割
程
度
の
か
た
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
制
度
改
正
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

▼
人
工
透
析
治
療
の
た
め
、
通
院
に
利
用
さ

れ
る
か
た
に
は
上
限
を
設
け
る
な
ど
、
国
の

基
準
の
中
で
、
一
番
利
用
し
て
い
た
だ
き
や

す
い
方
法
を
、
市
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。 

　
以
前
の
水
準
と
比
べ
る
と
、
依
然
と
し
て

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
放
っ
て
は
お
け
な
い
問

題
と
考
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
さ
ら
に
検

討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

▼
旧
周
枳
保
育
所
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
現

在
、
施
設
の
利
用
は
な
く
、
夜
中
に
だ
れ
か

が
侵
入
し
、
ガ
ラ
ス
を
割
る
な
ど
、
管
理
・

防
犯
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
早
急
に
施

設
の
撤
去
を
お
願
い
し
た
い
。 

▼
施
設
の
再
利
用
を
期
待
し
て
公
募
し
た
が
、

結
果
と
し
て
、
利
用
者
の
い
な
い
状
態
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。 

　
補
助
金
の
残
年
度
分
の
問
題
や
、
撤
去
費

用
の
問
題
も
あ
る
が
、
安
全
管
理
と
い
う
大

切
な
問
題
と
あ
わ
せ
、
撤
去
を
ど
う
考
え
る

か
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
「
施
設
撤
去
後
の
利
用
方
法
を
ど
う
さ
れ

る
の
か
」、「
ど
れ
だ
け
の
撤
去
費
用
を
か
け

る
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
い
っ
た
議
論
も
出

て
く
る
の
で
、
具
体
的
な
利
用
計
画
を
地
区

で
立
て
て
い
た
だ
き
、
地
区
と
と
も
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
国
や
市
の
支
援
に
よ
り
、
地
域
で
黒
大
豆

な
ど
、
特
産
品
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
来
年
か
ら
支
援
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る

よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
産
地
化
へ
の
取
り
組

み
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援
を

い
た
だ
き
た
い
。 

▼
国
の
次
年
度
予
算
が
概
算
要
求
の
段
階
で

は
あ
る
が
、
国
か
ら
の
支
援
は
残
る
よ
う
に

聞
い
て
い
る
。 

　
ま
た
、
都
市
部
の
企
業
か
ら
「
丹
後
で
農

業
を
し
た
い
」
と
い
う
申
し
出
が
増
え
て
お

り
、
市
と
し
て
も
、
丹
後
の
農
業
に
た
い
へ

ん
大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
流
通
へ
の

支
援
や
、
集
落
営
農
の
育
成
支
援
、
新
規
施

策
の
導
入
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
「
つ

く
れ
ば
売
れ
る
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
「
売

れ
る
も
の
つ
く
る
」
と
い
う
方
向
に
転
換
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
人
と
物
の
流
通
が
地
域
の
活
性
化
に
は
欠

か
せ
な
い
の
で
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
と
り
わ
け
、
市
道
「
布
袋
野
豊
岡
線
」
は
、

豊
岡
・
但
馬
方
面
へ
約
九
百
人
が
通
勤
に
利

用
さ
れ
、
地
域
の
重
要
な
生
活
道
路
で
も
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
冬
季
に
は
積
雪
の
た
め
、

通
行
で
き
な
く
な
る
。
冬
季
の
交
通
確
保
の

た
め
の
施
策
を
お
願
い
し
た
い
。 

▼
道
路
整
備
は
、
市
に
と
っ
て
も
た
い
へ
ん

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
市
内
外
と
の
往
来
と

い
う
点
で
、
と
て
も
重
要
な
事
項
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
周
辺
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
関
連

施
設
を
利
用
す
る
上
で
も
、
安
全
な
道
路
整

備
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
懸
命
な
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

　
市
道
「
布
袋
野
豊
岡
線
」
の
冬
季
交
通
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
道
路
勾
配
が
急
で
あ
り
、

も
し
除
雪
を
し
て
も
、
路
面
凍
結
の
危
険
性

か
ら
、
冬
季
の
交
通
確
保
は
難
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
を
安
全
と
い
う
観
点

も
含
め
、
い
か
に
解
決
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
を
引
き
続
き
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

地
域
農
業
の
将
来
像
を
描
く
た
め
、 

　
　
特
産
品
の
育
成
な
ど
支
援
施
策
を
お
願
い
す
る 

８
月
１
日 

８月７日 
地元区民のかたを中心に大勢の参加があ

りました 

地域のさまざまな課題について、多くの

ご意見をいただきました 

懇
談
会
の
冒
頭
で
、
市
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
市
政
運
営
と
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
方
針
に

つ
い
て
説
明 

将来のまちづくりについて、貴重なご意見・

ご提言をいただきました 
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懇
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▼
過
疎
・
高
齢
化
に
よ
り
、
地
域
の
活
動
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
農
協
が
五
箇
支

所
跡
地
の
買
い
手
を
探
し
て
い
る
と
の
話
が

あ
る
の
で
、
市
で
購
入
し
、
住
宅
を
建
て
、

人
口
増
加
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。 

▼
市
全
体
の
市
営
住
宅
の
あ
り
方
や
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に

応
え
る
べ
き
か
は
、
「
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
す
る
中
で
、
検
討
を

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
既
設
の
市
営
住
宅
は
老

朽
化
し
、
建
て
替
え
時
期

に
き
て
い
る
問
題
や
、
住

宅
を
建
て
替
え
る
た
め
の

市
有
地
を
既
に
保
有
し
て

い
る
地
域
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
住
宅
用
地
を

取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
一
層
慎
重
に
考
え
ざ

る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
元
か
ら
要
望

さ
れ
て
い
る
五
箇
バ
イ
パ

ス
の
今
後
の
法
線
の
描
き

方
に
よ
っ
て
は
、
ご
提
案

の
農
協
五
箇
支
所
跡
地
の

活
用
の
仕
方
が
変
わ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
こ
と
も
念

頭
に
お
い
て
、
地
域
の
事

情
を
踏
ま
え
た
検
討
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
今
春
の
入
学
式
で
は
、
入
学
生
が
、
わ
ず

か
六
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
、

五
箇
小
学
校
の
存
続
が
で
き
る
の
か
心
配
し

て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
複
式
学
級
も
考
え

ら
れ
る
と
思
う
が
、
こ
の
先
、
五
箇
小
学
校

に
入
学
す
る
子
ど
も
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
、

学
校
教
育
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い

し
た
い
。 

▼
国
の
基
準
で
は
隣
接
学
年
で
、
あ
わ
せ
て

十
六
人
、
京
都
府
で
は
さ
ら
に
基
準
が
緩
和

さ
れ
、
現
在
十
二
人
で
複
式
学
級
と
な
り
ま

す
。
五
箇
小
学
校
下
の
状
況
を
０
歳
ま
で
み

て
も
複
式
に
な
る
可
能
性
は
、
現
時
点
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
市
内
で
複
式
学
級
を
五
校
敷
い
て

い
ま
す
。
複
式
学
級
で
は
、
学
力
低
下
の
心

配
を
言
わ
れ
ま
す
が
、
京
丹
後
市
で
は
、
こ

の
問
題
に
独
自
の
配
慮
を
し
、
複
式
で
あ
っ

て
も
、
教
育
困
難
校
と
し
て
、
加
配
教
員
を

つ
け
、
授
業
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

定住の促進のため、市営住宅の建設を 

　　　　　　　　　　　　考慮してはどうか 
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市
と
包
括
協
力
協
定
を
結

ぶ
江
本
孟
紀
監
督
率
い
る
「
京

都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
」
と

タ
レ
ン
ト
の
萩
本
欽
一
さ
ん

が
監
督
を
務
め
る
「
茨
城
ゴ

ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
」
の
交

流
試
合
（
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー

バ
ー
ズ
支
援
・
連
携
た
ん
ご

応
援
団
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、

八
月
六
日
に
峰
山
球
場
（
峰

山
町
荒
山
）
で
開
か
れ
、
炎

天
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
内

外
か
ら
の
約
二
千
五
百
人
の

フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
交
流
試
合
に
は
、
七
月
の

大
雨
に
よ
り
今
な
お
避
難
指

示
が
出
さ
れ
て
い
る
丹
後
町

間
人
地
域
の
八
世
帯
を
招
待
。

試
合
開
始
前
に
は
、
江
本
監

督
が
「
た
い
へ
ん
で
し
ょ
う

が
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

色
紙
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
と
と
も
に
、

三
回
表
の
攻
撃
終
了
後
に
は
、

両
監
督
か
ら
中
山
市
長
に
、

売
上
金
の
一
部
が
お
見
舞
い

と
し
て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
内
の
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

の
六
選
手
に
よ
る
始
球
式
で

始
ま
っ
た
試
合
で
は
、
萩
本

監
督
が
絶
妙
な
マ
イ
ク
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
客
を
沸
か

せ
る
と
と
も
に
、
京
都
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
所
属
の
地
元

選
手
が
出
場
す
る
と
、
観
客

席
か
ら
ひ
と
き
わ
大
き
な
声

援
が
贈
ら
れ
る
な
ど
、
来
場

者
は
暑
さ
も
忘
れ
存
分
に
楽

し
み
ま
し
た
。 

　
水
面
に
映
る
真
夏
の
太
陽

が
ま
ぶ
し
い
八
月
六
日
、
久

美
浜
町
浜
公
園
の
カ
ヌ
ー
レ

ー
シ
ン
グ
競
技
場
で
、
「
千
日

会
観
光
祭
二
〇
〇
六
京
丹
後

市
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
選
手
権

大
会
¦

メ
ロ
ン
カ
ッ
プ
¦

」（
京

丹
後
市
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
大

会
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開

か
れ
、
水
し
ぶ
き
を
豪
快
に

あ
げ
な
が
ら
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
本
大
会
に
は
、
六
月
に
行

っ
た
「
京
丹
後
市
ド
ラ
ゴ
ン

カ
ヌ
ー
市
民
大
会
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
で
上
位
入
賞

を
果
た
し
た
市
内
の
十
四
ク

ル
ー
を
は
じ
め
、
遠
く
は
鳥

取
県
境
港
市
や
香
川
県
坂
出
市
、

愛
知
県
名
古
屋
市
な
ど
六
府

県
か
ら
百
十
二
ク
ル
ー
（
男

子
九
十
五
ク
ル
ー
・
女
子
十

七
ク
ル
ー
）
が
参
加
。 

　
レ
ー
ス
は
、
午
前
九
時
か

ら
男
子
予
選
が
ス
タ
ー
ト
し
、 

色
と
り
ど
り
の
衣
装
に
身
を

包
ん
だ
参
加
者
は
、
「
ア
テ
ン

シ
ョ
ン
・
プ
リ
ー
ズ
・
ゴ
ー
」

の
合
図
と
と
も
に
太
鼓
の
音

に
あ
わ
せ
ク
ル
ー
が
一
丸
と

な
り
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

　
結
果
、
男
子
が
「
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
英
」、
女
子
が
「
チ
ー
ム
心
」

と
両
部
門
と
も
兵
庫
県
相
生

市
の
ク
ル
ー
が
優
勝
を
飾
る

な
ど
、
参
加
者
全
員
が
笑
顔

い
っ
ぱ
い
に
交
流
を
深
め
あ

い
ま
し
た
。 

　
丹
後
の
夏
の
風
物
詩
と
し

て
定
着
し
た
「
フ
ェ
ス
タ
『
飛

天
』
二
〇
〇
六
ｉ
ｎ
京
丹
後
」

（
フ
ェ
ス
タ
『
飛
天
』
実
行
委

員
会
主
催
）
が
、
八
月
六
日

に
峰
山
総
合
公
園
（
峰
山
町

荒
山
）
一
帯
で
開
か
れ
、
約

二
万
八
千
人
の
来
場
者
が
真

夏
の
祭
典
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。 

　
同
フ
ェ
ス
タ
は
、
合
併
前

の
峰
山
町
に
お
い
て
平
成
四

年
に
「
自
ら
の
手
で
ま
ち
お

こ
し
を
」
と
の
住
民
の
み
な

さ
ん
の
熱
い
思
い
で
始
ま
り
、

今
年
で
十
五
回
目
。 

　
こ
の
熱
気
み
な
ぎ
る
祭
り
は
、

三
月
に
開
か
れ
た
「
運
営
委

員
会
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
長

期
間
に
わ
た
る
夜
遅
く
ま
で

の
各
部
門
会
議
や
、
炎
天
下

で
の
準
備
な
ど
、
述
べ
五
千

人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
か
た
の
熱
い
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
会
場
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
「
七

夕
か
ざ
り
」
が
来
場
者
を
温

か
く
迎
え
入
れ
、
昼
間
は
「
ふ

あ
ふ
あ
」
や
「
プ
ー
ル
」
な

ど
子
ど
も
の
楽
園
。
ま
た
、

夕
刻
か
ら
は
、
市
内
外
の
よ

さ
こ
い
踊
り
の
チ
ー
ム
や
「
追

手
門
学
院
大
学
チ
ア
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
」、「
庄
野
真
代
」、「
飛

龍
天
衆
」
な
ど
が
迫
力
あ
る

ス
テ
ー
ジ
を
次
々
と
繰
り
広
げ
、

出
演
者
と
観
客
、
そ
し
て
ス

タ
ッ
フ
が
心
を
一
つ
に
熱
く

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
高
校
生
の
「
文
化
の
甲
子
園
」

と
も
呼
ば
れ
る
「
第
三
十
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」

の
協
賛「『
京
都
』
部
門
」
が
、

八
月
四
日
・
五
日
の
二
日
間
、

京
都
府
丹
後
文
化
会
館
と
峰

山
中
央
公
民
館
を
会
場
に
開

か
れ
、
全
国
か
ら
十
九
校
、

延
べ
約
千
人
の
高
校
生
が
、

丹
後
ち
り
め
ん
を
テ
ー
マ
に

し
た
ス
テ
ー
ジ
や
茶
道
、
華

道
の
発
表
な
ど
、
京
都
ら
し

い
文
化
活
動
を
通
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
一
反
の
丹
後

ち
り
め
ん
を
留
め
ピ
ン
だ
け

を
用
い
ド
レ
ス
風
に
飾
り
つ

け
る
「
ピ
ン
ワ
ー
ク
・
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
」
や
、
丹
後
ち
り

め
ん
を
用
い
た
「
よ
さ
こ
い

踊
り
衣
装
デ
ザ
イ
ン
発
表
会
」

な
ど
、
丹
後
の
伝
統
産
業
で

あ
る
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
を

素
材
に
、
創
造
性
あ
ふ
れ
る

す
ば
ら
し
い
作
品
の
数
々
が

会
場
を
あ
で
や
か
に
彩
り
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
大
会
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る
「
咲
き
誇
れ
　
京
こ

こ
か
ら
」
と
題
し
た
「
よ
さ

こ
い
踊
り
」
で
は
、
府
内
の

六
校
が
若
さ
み
な
ぎ
る
ス
テ

ー
ジ
を
繰
り
広
げ
、
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
二
日
間
の
大
会
と
、
そ
れ

に
向
け
た
準
備
は
、
高
校
生

活
の
す
ば
ら
し
い
想
い
出
と

な
る
と
と
も
に
、
未
来
に
向

け
た
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

フェスタ『飛天』2006 in 京丹後 
さらにパワーアップ 
フェスタ『飛天』2006 in 京丹後 
さらにパワーアップ 

京都ファイアーバーズ 
　　　ＶＳ茨城ゴールデンゴールズ 
京都ファイアーバーズ 
　　　ＶＳ茨城ゴールデンゴールズ 

千日会観光祭2006 
京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会 
千日会観光祭2006 
京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会 

高校生の若い力みなぎる 
全国高等学校総合文化祭 協賛「京都」部門 
高校生の若い力みなぎる 
全国高等学校総合文化祭 協賛「京都」部門 

平成18年９月 平成18年９月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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ト
・
行
事 



元
小
学
校
長

元
小
学
校
長

　
故
上
谷
　
武
さ
ん

　
故
上
谷
　
武
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
学
校
長

元
小
学
校
長

　
故
上
谷
　
武
さ
ん

　
故
上
谷
　
武
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
学
校
長

　
故
上
谷
　
武
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章故上谷　武さん 

　
元
小
学
校
長
の
故
上
谷
武
さ
ん
（
丹
後

町
間
人
）
が
「
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
」
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
上
谷
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
の

間
人
中
学
校
を
振
り
出
し
に
、
三
十
八
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
、
教
育
現
場
に
お
い

て
優
れ
た
教
育
実
践
を
積
み
、
大
き
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
小
学
校
長
と
し
て
の
五
年
間
は
、

教
育
に
対
す
る
誠
実
で
強
い
情
熱
と
豊
か

な
識
見
に
よ
り
、
赴
任
先
の
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
で
持
ち
前
の
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、

児
童
や
教
職
員
の
育
成
指
導
、
さ
ら
に
学

校
の
条
件
を
最
大
限
に
活
か
し
た
教
育
活

動
に
創
造
的
に
取
り
組
ま
れ
、
教
育
力
の

向
上
の
た
め
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
退
職
後
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

か
ら
翌
年
三
月
ま
で
京
都
府
丹
後
教
育
局

嘱
託
指
導
主
事
を
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

か
ら
平
成
七
年
三
月
ま
で
丹
後
町
教
育
委

員
会
指
導
主
事
と
し
て
教
員
生
活
の
中
で

培
わ
れ
た
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、
引
き

続
き
学
校
教
育
の
推
進
に
大
い
に
貢
献
い

た
だ
く
な
ど
、

そ
の
功
績
が
顕

著
で
あ
る
こ
と

か
ら
受
章
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

元
弥
栄
町
助
役

元
弥
栄
町
助
役

　
故
藤
村
　
操
さ
ん

　
故
藤
村
　
操
さ
ん

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
弥
栄
町
助
役

元
弥
栄
町
助
役

　
故
藤
村
　
操
さ
ん

　
故
藤
村
　
操
さ
ん

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
弥
栄
町
助
役

　
故
藤
村
　
操
さ
ん

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章故藤村　操さん 

　
元
弥
栄
町
助
役
の
故
藤
村
操
さ
ん
（
弥

栄
町
芋
野
）
が
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。 

　
藤
村
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
一
月
に

弥
栄
村
（
昭
和
三
十
年
町
村
合
併
に
よ
り

弥
栄
町
）
に
奉
職
以
来
、
三
十
三
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
、
豊
富
な
経
験
と
優
れ
た

識
見
を
も
っ
て
地
方
自
治
の
発
展
に
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
特
に
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
か
ら
平
成

八
年
七
月
ま
で
は
弥
栄
町
の
助
役
と
し
て

町
長
を
補
佐
し
、
保
育
施
設
の
整
備
、
義

務
教
育
施
設
の
充
実
、
農
業
集
落
排
水
事

業
な
ど
の
大
型
事
業
の
指
揮
を
と
る
と
と

も
に
、
公
正
で
合
理
的
な
行
財
政
運
営
に

力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
弥
栄
町
国
民
健
康
保
険
病
院
で
は
、

事
務
長
・
事
務
局
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、

八
床
の
診
療
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
弥
栄

病
院
は
、
退
任
さ
れ
る
と
き
に
は
診
療
九

科
目
、
二
百
四
十
八
床
と
丹
後
の
中
核
病

院
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
く
な
ど
、

病
院
運
営
の
実
質
的
な
責
任
者
と
し
て
病

院
の
充
実
発
展
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
町

の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
高

く
評
価
さ
れ
受

章
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

 

元
小
学
校
長

元
小
学
校
長

　
岡
崎
　
重
和
さ
ん

　
岡
崎
　
重
和
さ
ん

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
学
校
長

元
小
学
校
長

　
岡
崎
　
重
和
さ
ん

　
岡
崎
　
重
和
さ
ん

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
学
校
長

　
岡

　
重
和
さ
ん

　
　
　
瑞
宝
双
光
章
を
受
章岡 　重和さん 

　
元
小
学
校
長
の
岡

重
和
さ
ん
（
丹
後

町
徳
光
）
が
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。 

　
岡

さ
ん
は
、
昭
和
十
二
年
四
月
の
与

謝
郡
岩
屋
尋
常
高
等
小
学
校
を
振
り
出
し
に
、

三
十
九
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
学
校
教

育
環
境
の
整
備
や
教
育
力
の
向
上
に
大
き

な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
小
学
校
長
と
し
て
の
十
一
年
間
は
、

学
校
教
育
と
家
庭
教
育
の
連
携
を
図
り
、

円
滑
な
学
校
運
営
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
か
な
感
性
を
養
う
美
術
教
育
や

健
康
安
全
教
育
の
向
上
、
教
育
環
境
の
改

善
に
も
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る
な
ど
、
優
れ

た
資
質
を
活
か
し
な
が
ら
精
勤
で
卓
越
し

た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。 

　
在
職
中
の
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
昭

和
五
十
年
三
月
ま
で
網
野
町
社
会
教
育
委

員
を
、
ま
た
退
職
後
の
昭
和
五
十
四
年
四

月
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
ま
で
丹
後
町

豊
栄
地
区
公
民
館
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

学
校
教
育
と
と
も
に
地
域
社
会
教
育
の
推

進
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
、
そ
の
功

績
が
誠
に
顕
著

で
あ
る
こ
と
か

ら
受
章
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

元
小
学
校
長

元
小
学
校
長

　
故
堀
　
正
代
さ
ん

　
故
堀
　
正
代
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
学
校
長

元
小
学
校
長

　
故
堀
　
正
代
さ
ん

　
故
堀
　
正
代
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

元
小
学
校
長

　
故
堀
　
正
代
さ
ん

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章故堀　正代さん 

　
元
小
学
校
長
の
故
堀
正
代
さ
ん
（
元
大

宮
町
口
大
野
）
が
「
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
堀
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
の
与

謝
郡
市
場
村
立
市
場
小
学
校
を
振
り
出
し
に
、

四
十
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
学
校
教
育

の
進
展
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
特
に
、
小
学
校
長
と
し
て
の
四
年
間
は
、

率
先
し
て
細
か
い
配
慮
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
に
密
着
し
た
学
校
づ
く
り
、
情
操
教

育
の
か
ん
養
、
障
害
者
福
祉
へ
の
理
解
な
ど
、

教
育
目
標
と
そ
の
実
践
、
そ
し
て
検
証
を

関
連
さ
せ
な
が
ら
的
確
な
指
導
力
を
大
い

に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
退
職
後
、
平
成
五
年
十
月
か
ら

平
成
十
六
年
三
月
ま
で
大
宮
町
教
育
委
員
を
、

平
成
五
年
四
月
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
ま

で
大
宮
町
中
央
公
民
館
長
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
教
育
者
と
し
て
学

校
教
育
や
社
会
教
育
の
推
進
に
ご
尽
力
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
温
か
い
人
柄
か
ら
広

く
地
域
社
会
の
福
祉
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
そ
の

功
績
が
認
め
ら

れ
受
章
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

 

小
野
小
町
終
え
ん
の
地
で

小
野
小
町
終
え
ん
の
地
で 

　
　
　
　
　
　
和
歌
の
魅
力
を
た
ん
能

　
　
　
　
　
　
和
歌
の
魅
力
を
た
ん
能 
小
野
小
町
終
え
ん
の
地
で 

　
　
　
　
　
　
和
歌
の
魅
力
を
た
ん
能 

京
丹
後
市
小
町
ろ
ま
ん
全
国
短
歌
大
会 

　
平
安
時
代
の
歌
人
・
小
野

小
町
終
え
ん
の
地
と
し
て
伝

え
ら
れ
る
京
丹
後
市
で
、「
第

三
回
京
丹
後
市
小
町
ろ
ま
ん

全
国
短
歌
大
会
」
を
七
月
二

十
九
日
、
京
都
府
丹
後
文
化

会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
に
お

い
て
開
催
し
、
全
国
の
愛
好

者
約
二
百
人
が
和
歌
の
魅
力

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
と

共
催
に
よ
り
開
催
し
、
今
大

会
に
は
全
国
の
一
千
四
百
六

十
三
人
か
ら
三
千
二
首
も
の

力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
大
会
大

賞
に
は
軽
米
一
恵
さ
ん
（
青

森
県
八
戸
市
）
と
西
澤
淳
子

さ
ん
（
奈
良
県
生
駒
市
）
の

お
二
人
が
受
賞
。
京
丹
後
市

か
ら
は
、
谷
口
利
枝
さ
ん
（
網

野
町
浅
茂
川
）
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京

都
放
送
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
未
来
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
短
歌
講
座
監
修
者
で
あ
る

岡
井
隆
さ
ん
が
「
愛
の
歌
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
う

な
ど
、
来
場
者
は
三
十
一
文

字
（
み
そ
ひ
と
も
じ
）
と
い

う
短
い
言
葉
に
込
め
ら
れ
た

情
感
を
存
分
に
た
ん
能
し
ま

し
た
。 

大
会
大
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
県
八
戸
市
　
軽
米
　
一
恵 

妹
が
泣
き
姉
が
泣
き
み
ん
な
泣
く
母
想
う
夜
の
学
童
疎
開 

大
会
大
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
生
駒
市
　
西
澤
　
淳
子 

播
磨
灘
に
春
進
む
ら
し
ス
ー
パ
ー
の
い
か
な
ご
の
サ
イ
ズ
日
ご
と
増
し
ゆ
く 

京
丹
後
市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
府
舞
鶴
市
　
大
西
恵
一
郎 

ゆ
る
ぎ
な
き
大
地
に
影
を
落
し
つ
つ
夏
雲
は
ゆ
く
風
の
速
度
で 

京
丹
後
市
教
育
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
島
県
広
島
市
　
倉
橋
　
和
子 

彼
女
だ
よ
ま
ず
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
は
に
か
み
ぬ
よ
う
こ
そ
よ
う
こ
そ
庭
も
新
緑 

京
都
府
知
事
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
群
馬
県
渋
川
市
　

橋
　
け
い
子 

夫
在
ら
ば
け
い
子
も
老
い
た
と
想
ふ
ら
む
眼
鏡
を
ぬ
ぐ
ひ
魚
の
骨
と
る 

京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
三
田
市
　
岡
田
　
美
紀 

菱
形
の
口
を
並
べ
て
騒
ぎ
ゐ
る
溢
れ
む
ば
か
り
に
子
燕
育
つ 

京
都
新
聞
社
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
県
串
木
野
市
　
中
屋
　
清
康 

命
綱
我
に
あ
ず
け
て
潜
り
ゆ
く
父
の
足
裏
の
白
き
初
夏 

京
丹
後
市
短
歌
会
連
絡
協
議
会
長
賞
　
　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
　
白
井
美
沙
子 

月
光
を
背
に
負
ひ
夜
道
歩
み
ゆ
く
足
か
ら
影
を
生
み
出
し
な
が
ら 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
長
賞
　
　
　
　
京
丹
後
市
網
野
町
浅
茂
川
　
谷
口
　
利
枝 

米
国
の
ラ
イ
ス
国
務
長
官
日
本
名
で
呼
べ
ば
「
よ
ね
ち
や
ん
」
か
想
え
ば
可
愛
い 

（
敬
称
略
） 

　
清
流
で
知
ら
れ
る
丹
後
町
の
「
宇
川
」
で
、
八
月
十

五
日
、
恒
例
の
「
宇
川
ア
ユ
祭
り
」
（
同
実
行
委
員
会

主
催
）
が
開
か
れ
、
観
光
客
や
お
盆
の
帰
省
客
な
ど
約

二
百
二
十
人
が
魚
の
「
つ
か
み
捕
り
」
を
楽
し
み
ま
し

た
。 

　
こ
の
日
は
、
河
川
敷
に
つ
か
み
取
り
特
設
会
場
を
設

け
、
ア
ユ
や
ニ
ジ
マ
ス
、
ア
マ
ゴ
約
八
百
匹
を
二
回
に

わ
け
て
放
流
。
今
年
は
、
例
年
の
「
中
学
生
未
満
・
女

性
の
部
」、「
中
学
生
以
上
・
男
性
の
部
」
の
二
部
門
に

加
え
、
「
幼
児
の
部
」
も
新
た
に
設
け
ら
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
魚
と
楽
し
く
触
れ
あ
い
ま
し
た
。 

　
実
行
委
員
長
の
倉
岡
澄
男
上
宇
川
漁
業
協
同
組
合
長

は
「
天
然
ア
ユ
が
遡
上
す
る
『
清
流
・
宇
川
』
を
地
元

住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
守
り
続
け
、『
宇
川
ア
ユ
祭
り
』

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
話
さ
れ
て

い
ま
す
。 

お盆恒例
　　「宇川アユ祭り」

清
流
を
満
喫

清
流
を
満
喫

お盆恒例
　　「宇川アユ祭り」

清
流
を
満
喫

魚影を楽しそうに 
　　追いかけていました 

平成18年９月 平成18年９月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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表
　
　
　
彰 

イ
ベ
ン
ト
・
行
事 



環境にやさしい循環型社会をめざす 環境にやさしい循環型社会をめざす 

※リサイクル率＝ ×100
直接資源化量＋中間処理後再生利用＋集団回収量 

ごみの総処理量＋集団回収量 

 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10月 

11月 

12月 

１月  

２月  

３月  

合計  

平成17年度 

1,653,070 

1,652,250 

1,578,780 

1,742,430 

2,024,370 

1,557,790 

1,563,080 

1,641,400 

1,722,490 

1,703,600 

1,468,100 

1,678,530 

19,985,890

平成16年度 

1,670,840 

1,685,430 

1,603,340 

1,854,950 

1,963,960 

1,619,400 

1,719,090 

1,797,860 

1,863,960 

1,741,980 

1,470,830 

1,684,890 

20,676,530

 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10月 

11月 

12月 

１月  

２月  

３月  

合計  

平成17年度 

1,304,750 

1,672,700 

1,440,080 

1,472,720 

1,925,870 

1,229,400 

1,181,160 

1,802,240 

1,661,030 

1,662,050 

1,108,290 

1,782,410 

18,242,700

平成16年度 

1,465,070 

1,521,490 

1,524,370 

1,531,140 

1,823,050 

1,491,500 

1,329,280 

1,938,830 

1,744,630 

1,301,160 

1,273,350 

1,752,680 

18,696,550

 

アルミ缶 

スチール缶 

無色ビン 

茶色ビン 

その他ビン 

ペットボトル 

その他プラ容器 

発泡スチロール 

合　　計 

平成17年度 

72,410 

163,920 

252,080 

260,910 

102,400 

123,400 

374,320 

30,370 

1,379,810

平成16年度 

48,950 

113,200 

305,260 

302,220 

74,760 

119,910 

362,540 

28,910 

1,355,750

測定結果 よ
り
ク
リ
ー
ン
に
　
よ
り
快
適
に

よ
り
ク
リ
ー
ン
に
　
よ
り
快
適
に 

よ
り
ク
リ
ー
ン
に
　
よ
り
快
適
に 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
　
基
準
値
を
大
幅
に
ク
リ
ア

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
　
基
準
値
を
大
幅
に
ク
リ
ア 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
　
基
準
値
を
大
幅
に
ク
リ
ア 

　
ご
み
の
焼
却
施
設
は
、
「
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、
年
一
回
、
排
ガ
ス
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
を
測
定

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
　 

　
峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
も
、
『
よ
り
ク
リ
ー
ン
に
、

よ
り
快
適
に
』
を
指
針
に
毎
年
調

査
を
行
い
、
昨
年
度
は
九
月
二
十

九
日
・
三
十
日
、
十
月
十
八
日
・

十
九
日
の
二
回
に
わ
け
て
実
施
。

い
ず
れ
の
値
も
規
制
値
を
大
幅
に

ク
リ
ア
し
「
安
心
・
安
全
」
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
は 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
発
が
ん
性

が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
人
体
に
入

る
と
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
言
わ
れ
、
科
学
構
造
や
毒
性
の

異
な
る
二
〇
〇
以
上
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
以
前
は
、
農
薬
な
ど
に

も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
、
物
が
燃
え
る
と
き
、
特
に

不
完
全
燃
焼
時
に
発
生
す
る
こ
と

が
科
学
的
に
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
、
金
属
精
錬
の
燃
焼
工
程

や
紙
な
ど
の
塩
素
漂
白
過
程
な
ど

で
も
生
じ
ま
す
。 

※ダイオキシンの単位 

　10億分の１ℊを１ナノグラム「ng」で表します。 

※一定数値未満は、0と表されます。 

※排ガス中のダイオキシン類濃度基準値 

　１・２号炉：10ナノグラム以下（１㎥中） 

　３・４号炉：  5ナノグラム以下（１㎥中） 

※灰中のダイオキシン類濃度基準値 

　３ナノグラム以下（１グラム中） 

峰山クリーンセンターへの 
ごみ搬入量 

峰山クリーンセンターでの 
ごみ焼却量 

峰山クリーンセンターでの 
資源化量 

平成15年度実績 
21.0％ 

平成17年度実績 
23.7％ 

平成15年度実績 
21.0％ 

平成17年度実績 
23.7％ 

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
便
利
で
豊

か
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
家
庭

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量

は
増
加
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の

種
類
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
環
境
に
や
さ

し
く
、
資
源
の
有
効
な
活
用
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
「
容
器
包
装
に

係
わ
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化

の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
）」
が
平
成
七

年
六
月
に
制
定
さ
れ
、
平
成
九
年

四
月
か
ら
、
ス
チ
ー
ル
缶
・
ア
ル

ミ
缶
・
紙
パ
ッ
ク
・
ガ
ラ
ス
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
、
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
分
別
収
集
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
十
二
年
四
月
か
ら

は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

本
格
施
行
に
伴
い
、
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
、
そ
の
他
紙

製
容
器
包
装
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
が
分

別
収
集
の
対
象
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

　
京
丹
後
市
に
お
い
て
は
、
環
境

に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
の
構
築

を
め
ざ
し
、
合
併
前
の
旧
六
町
（
峰

山
町
・
大
宮
町
・
網
野
町
・
丹
後

町
・
弥
栄
町
・
久
美
浜
町
）
に
お

い
て
、
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
「
可

燃
ご
み
」
と
「
資
源
ご
み
」
の
広

域
処
理
を
開
始
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
・

再
資
源
化
の
推
進
を
積
極
的
に
努

め
て
い
ま
す
。 

　
加
え
て
、
ご
み
の
減
量
化

と
資
源
の
循
環
を
め
ざ
す
た

め
、
▽
リ
ジ
ェ
ク
ト
（
ご
み

に
な
る
も
の
を
買
わ
な
い
、

断
る
）、
▽
リ
デ
ュ
ー
ス
（
資

源
の
消
費
を
減
ら
す
）
、
▽

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
す
る
）、

▽
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化

す
る
・
再
生
商
品
を
使
う
）

と
い
う
「
環
境
４
Ｒ
」（
四
つ

の
頭
文
字
「
Ｒ
」
か
ら
）
を

基
本
に
位
置
づ
け
、
市
民
の

み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
事
業

者
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
が

連
携
し
て
、
お
の
お
の
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
で

き
る
限
り
廃
棄
物
の
排
出
を

抑
制
し
、
安
全
で
安
定
し
た

廃
棄
物
処
理
体
制
の
確
立
を

進
め
て
い
ま
す
。 

   

　
昨
年
十
二
月
に
策
定
し
た
「
京

丹
後
市
総
合
計
画
」
で
は
、
循
環

型
社
会
を
め
ざ
す
目
標
の
一
つ
と

し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
※
）
を

平
成
十
五
年
の
実
績
数
値
二
一
・

〇
％
か
ら
、
平
成
二
十
六
年
に
は

二
三
・
〇
％
以
上
と
す
る
こ
と
と

し
、
分
別
収
集
の
促
進
を
図
る
た

め
の
啓
発
や
集
団
回
収
活
動
を
支

援
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
十
七
年

度
に
は
目
標
値
を
上
回
る
リ
サ
イ

ク
ル
率
二
三
・
七
％
、
対
十
五
年

度
比
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
を
達
成
。

今
後
さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
維

持
・
増
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

  

   

　
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に

費
や
し
た
製
品
は
、
ご
み
と
し
て

処
分
さ
れ
る
際
に
も
大
量
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
こ
と
か
ら
、

資
源
の
節
約
と
同
時
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
を
抑
え
る
環
境
に
や
さ
し

い
「
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
」
の

形
成
に
努
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。 

　「
総
合
計
画
」
の
中
で
は
、
市
民

の
か
た
一
人
が
一
日
に
出
す
ご
み

の
量
を
平
成
十
五
年
度
実
績
一
、

〇
四
三
グ
ラ
ム

か
ら
平
成
二
十
六
年
度

に
は
一
、
〇
〇
〇
グ
ラ
ム

以
下
と
す
る

こ
と
を
目
標
に
設
定
。 

　
し
か
し
、
平
成
十
六
年
度
実
績

で
は
台
風
二
十
三
号
の
影
響
も
あ

り
一
人
当
た
り
一
、
二
五
三
グ
ラ
ム

、

ま
た
平
成
十
七
年
度
の
実
績
で
は

一
、
〇
五
二
グ
ラ
ム

と
減
少
に
は
転
じ

て
い
ま
せ
ん
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
生
活
ス
タ

イ
ル
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
、
一

人
ひ
と
り
が
毎
日
わ
ず
か
一
〇
グ
ラ
ム

の
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
、
年
間

約
二
三
三
、
六
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

も
の
ご
み
が
減
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
日
常
生
活
の
中
で
少
し
で
も

ご
み
を
減
ら
す
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。 

京丹後市のリサイクル率 

➡

京丹後市のリサイクル率 
　　　　　2.7ポイントアップ（Ｈ15年度比） 
京丹後市のリサイクル率 
　　　　　2.7ポイントアップ（Ｈ15年度比） 

2.7ポイント増 2.7ポイント増 

リ
サ
イ
ク
ル
率 

　
　
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
増 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し 

　
　
　
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

　
　
　
ご
み
の
減
量
化
を
図
る 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し 

　
　
　
ご
み
の
減
量
化
を
図
る 

　平成17年度中（４月～３月）に、

峰山クリーンセンターへ搬入（収

集および個人・事業所の直接搬入）

された可燃ごみと資源ごみの総量は、

約19,986トンとなっています。 

　月別では、観光や帰省など人の

出入りが多い夏休み期間（７月・

８月）と、暮れの大掃除にあたる

12月に多くのごみが搬入され、ま

た搬入されたごみのうち、可燃ご

みとして約18,243トンを焼却処理。

１日平均では約50トンを処理した

ことになります。 

　ビンや缶、その他プラスチ

ック容器包装類などを、リサ

イクルプラザで選別、圧縮梱

包して約1,380トンを資源化し

ています。 

 

※搬入量と焼却量および資源

化量の差は、ごみピット（貯

留場）内の残量および水分

によるものです。 

排ガス中のダイオキシン類濃度 

灰中のダイオキシン類濃度 

１号炉　0.0000088ナノグラム 

２号炉　0ナノグラム 

３号炉　0ナノグラム 

４号炉　0ナノグラム 

１・２号炉焼却灰　0.028ナノグラム 

３・４号炉焼却灰　0.029ナノグラム 

飛灰（薬品処理後）　0.95ナノグラム 

（㎏） 

（㎏） 

（㎏） 
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環
　
　
　
境 

環
　
　
　
境 



　21世紀の本格的な高齢化社会をだれもが健やか

で心豊かに生活できる活力ある社会とするために、

「健康増進法」が平成14年８月に制定され、全国

の自治体においては健康づくりのための「地方計

画」をつくることとなりました。 

 京丹後市においても、住民のみなさん一人ひと

りが幸せな人生を実感できる健康づくりを実現し

ていただくために、各種健康づくり事業の充実や

環境整備などを盛り込んだ「健康増進計画」を策

定することとしており、その一環として、昨年12

月に健康に関するアンケート調査を実施しました。 

　今回から数回にわたり、調査結果の概要につい

てご紹介します。 

　第１回目は「食生活」についての質問の中から

ご紹介します。 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

あなたの健康 

　　応援します 〜
老
医
の
記
〜

〜
老
医
の
記
〜 

〜
老
医
の
記
〜 

谷口医院　院長 

京都府警察医 

　「今よりよくしたい理由はなぜか」という問いを、男性の年代

別でみると、「食事の時間が不規則だから」という回答は20歳代、

30歳代で高くなっています。また、「食べ過ぎるから」という回

答は40歳代、50歳代で高く、「アルコールをよく飲むから」とい

う回答は40歳代、60歳代、70歳以上で高くなっています。 

　また、女性の年代別でみると、「栄養バランスが偏っているから」

という回答は20歳代、30歳代でそれぞれ41.9％、38.6％と高くな

っています。「食べ過ぎるから」という回答は40歳代、50歳代、

60歳代でそれぞれ４割以上となり、「甘いものをよく食べるから」

という回答は70歳以上で39.7％となっています。 

　「自分の食生活についてどのように思われているか」

をたずねたところ、「よい」が49.0％と最も高く、次

いで「少し問題がある」が38.6％、「問題が多い」が

6.2％となっています。 

 「自分の食生活について、今後どのようにしたい

と思っているか」をたずねたところ、「今よりよくし

たい」が42.5％と最も高く、次いで「今のままでよい」

が38.4％、「特に考えていない」が14.7％となってい

ます。 

健康増進計画アンケート調査 
結果の概要 

健康増進計画アンケート調査 
結果の概要 

■対象者および抽出方法 

　　市内に在住の成人男女　3,000人（無作為抽出） 

■調査期間　平成17年12月１日～12月15日 

■調査方法　郵送による配布・回収 

■回収結果　1,738人／3,000人 

■回 収 率　57.9％ 

Ｑ自分の食生活についてどのように思われていますか 

　「自分の食生活についてどのように思われて

いるか」という問いを、男性の年代別でみると、

「よい」という回答は年代が上がるにつれて高

くなり、70歳以上では63.6％となっています。

一方、20歳代、40歳代では「少し問題がある」

という回答が「よい」の回答を上回っています。 

　また、女性の年代別でみると、「よい」とい

う回答は年代が上がるにつれて高くなり、70

歳以上では64.6％となっています。一方、20

歳代、30歳代、40歳代では「少し問題がある」

という回答が「よい」の回答を上回っています。 

Ｑ自分の食生活について、今後どのようにしたいと思っていますか 

　「自分の食生活について、今後どのようにし

たいと思っているか」という問いを、男性の年

代別でみると、「今よりよくしたい」という回

答は20歳代、30歳代、40歳代でそれぞれ４割

以上と高くなっています。一方、「今のままで

よい」という回答は、70歳以上で55.8％と高

くなっています。また、女性の年代別でみると、

「今よりよくしたい」という回答は年代が上が

るにつれて低くなっています。60歳代、70歳

以上では「今のままでよい」との回答が「今よ

りよくしたい」という回答を上回っています。 

Ｑ「今よりよくしたい」と答えたかたにおたずねします 
　　今よりよくしたい理由はなぜですか 

　自分の食生活を今よりよくしたい理由をたずねたところ、「食

べ過ぎるから」が35.4％と最も高く、次いで「あまりかまずに食

べるから」が27.8％、「栄養バランスが偏っているから」が27.2

％となっています。 

 「食生活についてどのように思われているか」をたずねたところ、「たいへんよい」と「よい」の合計が

５割を超えています。さらに、このような傾向は男性、女性ともに年代が上がるにつれて高くなっています。

一方、自分の食生活に問題があると思うかたのうち、食生活の改善意欲のあるかたの割合をみると、成人男

性が63.2％、成人女性が72.0％となっており、健康のための食生活への意識の高さがうかがえます。 

　
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
開
業
と
申

し
ま
す
と
何
年
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
開
業
五

十
年
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ

れ
よ
あ
れ
よ
と
過
ぎ
て
し
ま
い
、
朝
起
き
る
と

診
察
室
の
机
の
前
に
座
っ
て
い
ま
す
。
開
業
当

初
は
、
蛔
虫
（
か
い
ち
ゅ
う
）
症
が
目
茶
苦
茶

に
多
か
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

腹
痛
に
は
サ
ン
ト
ミ
ン
投
与
、
こ
ん
な
一
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
各
分
野
に
別
れ
、

多
く
の
専
門
医
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
恥

か
し
い
で
す
が
、
処
方
さ
れ
た
薬
品
名
を
み
て

も
、
薬
価
基
準
を
引
か
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
ほ
ど
薬
品
の
開
発
も
進
ん
で
い
ま

す
。
八
十
歳
を
過
ぎ
た
老
医
と
し
て

は
、
た
だ
も
う
自
分
で
で
き
る
こ
と

を
老
人
ら
し
く
、
て
い
ね
い
に
す
る

こ
と
に
限
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
学
校

医
・
保
育
所
医
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

を
考
え
て
診
察
す
る
こ
と
は
、
や
は

り
仕
事
を
し
た
と
の
思
い
が
残
り
ま

す
。 

　
前
任
者
の
先
生
が
急
死
さ
れ
、
平
成
七
年
七

月
一
日
か
ら
、
当
時
の
峰
山
警
察
署
（
現
在
の

京
丹
後
警
察
署
）
の
警
察
医
の
仕
事
を
受
け
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
は
待

っ
た
が
な
い
の
で
深
夜
で
も
出
か
け
ま
す
。
今

回
は
、
豪
雨
の
た
め
発
生
し
ま
し
た
墓
地
公
園

崩
落
に
よ
る
災
害
で
、
家
屋
に
押
し
潰
さ
れ
お

二
人
の
か
た
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
列
車
事

故
に
よ
る
死
亡
例
は
数
例
経
験
し
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
災
害
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

事
情
に
詳
し
い
警
察
の
か
た
が
横
に
付
き
添
っ

て
く
だ
さ
り
、
い
ろ
い
ろ
教
わ
り
な
が
ら
、
検

案
書
を
書
か
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
高
齢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
医
療
に
貢

献
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
に
は
何
の
ご
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
開
業
以
来
、
生
活
に
か
か
る
「
詩
」
を
書

き
綴
っ
て
参
り
ま
し
た
。
稚
拙
（
ち
せ
つ
）
な

も
の
で
人
様
に
お
見
せ
で
き
る
よ
う
な
作
品
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
確
か
に
唯
一
の
私
の
楽
し
み

で
あ
り
ま
す
。 

平成18年９月 平成18年９月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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保

健

福

祉 

保

健

福

祉 

よい
49.0％

たいへんよい　4.0％

少し問題がある
38.6％

問題が多い
6.2％

不明・無回答　2.2％

今よりよく
したい
42.5％

今のままでよい
38.4％

特に考えていない
14.7％

不明・無回答　4.4％

食事の時間が不規則だから 

あまりかまずに食べるから 

食べ過ぎるから 

塩分を多くとっているから 

アルコールをよく飲むから 

甘いものをよく食べるから 

油料理をよく食べるから 

野菜不足だから 

栄養バランスが偏っているから 

ただなんとなくよくしたい 

その他 

不明・無回答 
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

し
た
。
産
業
振
興
や
少
子
高
齢
化
対
策
、
地

域
の
医
療
福
祉
、
道
路
な
ど
交
通
網
の
整
備
、

地
域
情
報
化
の
促
進
や
教
育
対
策
な
ど
あ
ら

ゆ
る
行
政
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て

お
り
、
結
婚
問
題
や
出
産
に
係
る
報
奨
金
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
方
策
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

【
総
合
戦
略
課
】 

京
丹
後
市
人
材
派
遣
会
社
の 

職
員
採
用
方
法
に
つ
い
て 

　
市
役
所
、
病
院
を
含
め
て
派
遣
さ
れ
る
だ

ろ
う
「
京
丹
後
市
人
材
派
遣
会
社
」
の
社
員

は
、
当
然
試
験
で
優
秀
な
社
員
を
採
用
す
る

べ
き
だ
。
民
間
会
社
な
ら
当
た
り
前
の
こ
と
。

コ
ネ
の
採
用
が
な
く
な
り
、
だ
れ
も
が
納
得

で
き
る
。 

【
無
記
名
】 

株
主
の
立
場
か
ら
、
職
員
の
採
用

に
助
言
・
監
視
し
て
い
き
ま
す 

　
市
で
は
、
市
財
政
の
健
全
化
の
一
環
と
し

て
行
政
の
ス
リ
ム
化
と
行
政
業
務
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
を
検
討
中
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
・
代
行
す
る
た
め
の

組
織
と
し
て
、
市
が
出
資
す
る
株
式
会
社
の

設
立
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
る
業

務
の
多
く
は
、
市
民
生
活
に
直
接
関
わ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
個
人
情
報
を
扱
う
業
務
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
受
託
者
は
、
民
間
会
社

の
社
員
で
あ
っ
て
も
、
市
職
員
と
同
様
に
関

係
法
令
に
よ
り
守
秘
義
務
が
求
め
ら
れ
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
適
応
性
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
会
社
は
、
「
人
に
よ
る
高
品

質
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
主
業
務
と
し
、

京
丹
後
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
会
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
員
に
は

地
域
貢
献
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
社
員
の
採
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
会
社
の

経
営
の
根
幹
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
出
資

予
定
者
で
あ
る
市
が
、
現
段
階
で
採
用
方
法

を
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
出
資
金

の
財
源
が
市
民
の
税
金
で
あ
る
こ
と
に
か
ん

が
み
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
株
主
の
立
場

で
あ
る
市
と
し
て
、
会
社
が
公
平
か
つ
公
正

な
方
法
で
社
員
を
採
用
さ
れ
る
よ
う
助
言
・

監
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

【
行
財
政
改
革
推
進
課
】 

高
額
医
療
費
の
窓
口
支
払
い
に 

限
度
額
の
設
定
を 

　
社
会
的
弱
者
（
高
齢
者
の
か
た
な
ど
）
が

困
ら
な
い
よ
う
、
高
額
医
療
費
を
窓
口
で
支

払
い
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
考
え
て
く
だ

さ
い
。
（
基
準
の
範
囲
は
支
払
っ
て
、
基
準

以
上
の
額
は
支
払
い
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う

に
） 

【
無
記
名
】 

高
額
療
養
費
資
金
貸
付
制
度
を 

実
施
し
て
い
ま
す 

　
医
療
制
度
改
革
関
連
法
案
が
成
立
し
、
医

療
制
度
は
平
成
十
八
年
十
月
か
ら
段
階
的
に

変
わ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
き
ょ
う
た
ん
ご
お
知
ら
せ
版
」
な
ど
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
年
齢
に
よ

っ
て
、
そ
の
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

今
後
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
場
合
は
年
齢

を
書
き
添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
適
切
な
回

答
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
ご
指
摘
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
七
十
歳
以

上
の
入
院
医
療
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
自
己
負
担
限
度
額
に
と

ど
め
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
七
十
歳

未
満
の
入
院
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
も
、
自

己
負
担
限
度
額
の
支
払
い
の
み
に
と
ど
め
る

制
度
が
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
制
度
が
確
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
な
お
、
現
在
、
京
丹
後
市
国
民
健
康
保
険

で
は
窓
口
負
担
が
高
額
で
支
払
い
が
困
難
な

か
た
を
対
象
に
、
高
額
療
養
費
資
金
貸
付
制

度
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
で
は
、
高
額
療
養
費
支
給
見
込
額
の
九

十
五
㌫
以
内
を
貸
し
付
け
し
、
病
院
へ
お
支

払
い
後
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
約
三
か
月
後
に
高
額
療

養
費
（
貸
付
額
を
差
引
き
後
）
を
支
給
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
市
民
局
市
民
福
祉
課
ま

た
は
医
療
保
険
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

【
医
療
保
険
課
】 

　ご意見箱へのご意見には、お名前や連絡先をご記入い

ただいているかたにつきましては、直接お答えもさせて

いただいています。一方、お名前や住所などの連絡先の

記入のないものにつきましては、市のホームページおよ

び広報紙でお答えしています。ホームページには随時掲

載していますが、広報紙は月に１回の発行であり、どう

してもお答えを掲載するのに時間がかかってしまいます。

また、広報紙では紙面が限られているためご意見やお答

えを一部割愛して掲載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先などが記されていたご意見

では、ご意見の内容を確認させていただき、できる限り

正確でていねいな回答をお返しするように努めています。

お名前や連絡先などが記されていないご意見につきまし

ては、再質問的に何度もいただいているご意見もあります。

正確な回答をできるだけ速やかにお返しするために、住

所をはじめ、お名前・連絡先などをぜひご記入ください。 

★★投稿に際してのおねがい★★★★投稿に際してのおねがい★★ ★★投稿に際してのおねがい★★ 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
る 

メ
リ
ッ
ト
を
公
表
し
て
く
だ
さ
い 

　
指
定
管
理
者
の
管
理
委
託
料
に
関
連
し
て
、

当
然
従
前
よ
り
も
市
の
財
政
負
担
を
軽
く
す

る
方
向
で
民
間
活
力
を
導
入
し
て
い
く
も
の

だ
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
一
部
施
設
で
は
密
約
が
結
ば

れ
、
従
前
よ
り
も
管
理
料
の
増
額
が
な
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
の
声
を
聞
き
ま
し

た
。 

　
候
補
者
氏
名
だ
け
で
な
く
、
委
託
料
が
お

の
お
の
ど
の
よ
う
に
な
り
、
指
定
管
理
者
制

度
移
行
に
よ
り
、
ど
れ
く
ら
い
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
た
の
か
を
公
表
す
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。 

　
本
来
、
京
都
府
な
ど
は
公
募
の
時
点
で
管

理
料
の
上
限
を
示
し
た
う
え
で
、
事
業
計
画

案
な
ど
を
出
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
形
を
と
ら
ず
に
公
募
を
行
っ
た
意
図
も
聞

き
た
い
で
す
。 

【
無
記
名
】 

財
政
効
果
で
は
約
九
千
三
百
万
円 

の
負
担
軽
減
と
な
り
ま
す 

　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
目
的
は
、
施
設

の
活
性
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政

運
営
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
こ
と
で
す
の
で
、

お
示
し
の
と
お
り
、
市
の
財
政
負
担
の
軽
減

も
そ
の
効
果
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
予
算
が
増
額
と
な
る
よ
う
な
場
合

は
、
こ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

指
定
管
理
者
委
託
料
の
増
額
が
生
じ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ご
意
見
に
あ

る
よ
う
な
密
約
を
結
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

　
財
政
効
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
決
予
算

と
比
較
し
四
百
二
十
八
万
三
千
円
の
財
政
効

果
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
利
用

料
金
を
指
定
管
理
者
の
収
入
と
し
、
管
理
経

費
と
相
殺
す
る
こ
と
に
よ
り
、
約
九
千
三
百

万
円
の
予
算
規
模
縮
小
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
「
主

な
補
正
予
算
事
業
一
覧
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
ま
す
） 

　
年
度
途
中
か
ら
指
定
管
理
制
度
に
移
行
す

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

財
政
効
果
な
ど
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十

九
年
度
以
降
は
、
指
定
管
理
メ
リ
ッ
ト
が
現

れ
、
地
域
の
活
性
化
・
雇
用
の
増
進
・
サ
ー

ビ
ス
向
上
な
ど
の
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
ま
た
、
公
募
を
行
う
際
の
指
定
管
理
委
託

料
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
に
お
い

て
、
施
設
管
理
に
要
す
る
経
費
か
ら
利
用
料

金
の
年
間
収
入
見
込
額
を
差
し
引
い
た
も
の

を
予
算
の
範
囲
内
で
支
払
う
も
の
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
同
時
に
公
開
し
て
お
り
ま
し
た

施
設
の
収
支
状
況
を
差
し
引
き
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
お
の
ず
と
そ
の
額
が
算
出
さ
れ

る
た
め
、
あ
ら
た
め
て
指
定
管
理
委
託
料
の

上
限
を
掲
出
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
。 

【
企
画
推
進
課
】 

京
丹
後
市
の
人
口
増
加
の
た
め 

結
婚
対
策
へ
の
取
り
組
み
を 

　
独
身
の
男
性
が
市
内
に
大
勢
い
ま
す
。
結

婚
対
策
に
市
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ほ
か
の
府
県
で
は
若
者

の
交
流
会
（
都
会
と
田
舎
の
交
流
、
近
隣
町

と
の
交
流
な
ど
）
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
予
算
で
企
画
し
て
は
ど
う
で
す
か
。 

　
京
丹
後
市
も
既
に
何
ら
か
の
検
討
が
な
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
口
を
増
加
す

る
に
は
、
出
産
の
助
成
対
策
と
結
婚
対
策
と

思
い
ま
す
が
。 

【
無
記
名
】 

定
住
促
進
の
た
め
、
部
課
を 

越
え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す 

　
過
日
、
平
成
十
七
年
度
人
口
動
態
統
計
の

概
況
が
厚
生
労
働
省
か
ら
公
表
さ
れ
、
十
五

歳
か
ら
四
十
九
歳
ま
で
の
女
性
で
計
算
さ
れ

る
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
・
二
五
人
と
調
査

開
始
以
来
、
過
去
最
低
と
な
っ
た
こ
と
が
、

大
き
く
報
道
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

男
女
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
初
婚
の
平
均
年

齢
が
夫
二
十
九
・
八
歳
、
妻
二
十
八
歳
と
い

う
こ
と
で
、
特
に
都
市
部
で
の
晩
婚
化
が
進

ん
で
い
る
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。 

　
京
丹
後
市
を
み
て
み
ま
す
と
、
夫
三
十
歳
、

妻
二
十
七
・
八
歳
と
い
う
こ
と
で
、
ほ
ぼ
全

国
平
均
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
内

の
未
婚
者
の
数
は
平
成
十
二
年
国
勢
調
査
で

は
二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で
の
男
性
が
三

千
五
百
十
人
、
女
性
が
二
千
三
人
と
な
っ
て

お
り
、
女
性
が
少
な
い
現
状
が
み
て
取
れ
ま

す
。 

　
ご
意
見
の
よ
う
に
、
定
住
対
策
の
一
つ
の

方
法
と
し
て
、
ほ
か
の
自
治
体
で
は
結
婚
相

談
所
の
開
設
や
推
進
委
員
の
設
置
、
長
期
間

の
体
験
滞
在
、
交
流
ツ
ア
ー
や
交
流
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
結
婚
に
対
す
る
祝
い
金
は

も
と
よ
り
、
仲
介
者
な
ど
へ
の
報
奨
金
を
設

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
。
娯

楽
施
設
も
少
な
く
、
市
内
で
の
出
会
い
の
機

会
が
な
い
と
い
う
声
が
よ
く
聞
か
れ
る
な
か
、

市
外
と
の
交
流
も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

　
ま
た
、
出
産
時
の
祝
い
金
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
京
丹
後
市
で
は
第
三
子
以
降
一
子
に

つ
い
て
五
万
円
の
祝
い
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
京
丹
後
市
独
自
の
制
度
と

し
て
小
学
校
六
年
生
ま
で
を
対
象
に
児
童
医

療
助
成
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
今
年
五
月
に
職
員
の
部
課
を
越

え
て
横
断
的
に
施
策
を
検
討
す
る
定
住
促
進

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内

９月の休館日 
11日（月）・18日（月）・19日（火）・23日（土）・25日（月） 

10月の休館日 
２日（月）・３日（火）・９日（月）・10日（火） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

 
※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の９月８日以降、次号発行日
の10月10日までを掲載しています。 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
四

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
四

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
四

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
四

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
四

〜
久
美
浜
町

〜
久
美
浜
町 

　
　
　
本
願
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
本
願
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像 

 

　
　
　
（
も
く
ぞ
う
あ
み
だ
に
ょ
ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う
）
〜

　
　
　
（
も
く
ぞ
う
あ
み
だ
に
ょ
ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う
）
〜 

〜
久
美
浜
町 

　
　
　
本
願
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像 

　
　
　 

（
も
く
ぞ
う
あ
み
だ
に
ょ
ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う
）
〜 

大宮図書室 

久美浜図書室 

あみの図書館 

峰山図書館 

読み聞かせボランティア紹介 

　久美浜図書室では、毎月第４土曜日（９月のみ第３

土曜日）の14：30から、久美浜地域公民館において、

絵本や紙芝居の読み聞かせ会「おはなしの森」を開催

しています。 

　現在のメンバーは６人で、子どもたちは輪になって、

ボランティアのかたの読む絵本のとりこになって聞き

入ります。文字は読めなくても、絵からお話の世界に

入る姿や、子どもたちの絵本に注がれる真剣な眼差し

にふれるとき、読み聞かせ冥利に尽きるとボランティ

アのかたは言われます。ギャラリーとして、またボラ

ンティアに関心のあるかたはぜひ一度お訪ねください。 

本願寺の木造阿弥陀如来立像 

　詩人・童話作家。岩手県花巻に生まれる。盛岡農林

学校で農業の勉強をするかたわら、法華経を熱心に読み、

少しずつ童話を書きためる。24歳で家出し上京するが、

妹トシの病気のため帰郷。農業学校の教師となる。「風

の又三郎」、「銀河鉄道の夜」など多数の童話や詩を残

し、37歳の若さで亡くなりました。 

　各図書館（室）にも多くの著書を揃えています。こ

れから読書の秋を迎えます。ぜひ、手にとって読んで

みてください。 

「夏のおはなし会＆ミニコンサート」「夏のおはなし会＆ミニコンサート」 
　　　　　　　　　　　　　　7月16日（日）日（日） 

「夏のおはなし会＆ミニコンサート」 
　　　　　　　7月16日（日） 

「夏のおはなし会」 
　　　　　７月23日（日） 

「夏休み読書子ども会」 
　　　　　　７月28日（金） 

【著者紹介】　宮沢賢治（1896.8.27～1933.9.21） 

　夏休みに入って最初の日曜日に、アグリセンター大

宮で「夏のおはなし会」を開催しました。エプロンシ

アターの「おむすびころりん」と、お話の中においし

そうな食べ物が次々と登場するパネルシアター「しり

とりのだいすきなおうさま」を上演しました。 

　また、プリンカップを使った風鈴づくりでは、透明

なカップにさまざまなシールを貼ったり、絵を描いた

りし、15分後には個

性的な風鈴ができ上が

りました。熱気に包ま

れた会場も、風鈴の音

で涼しい風が吹き抜け

ました。 

　恒例の「夏休み読書子ども会」を峰山地域公民館で

開催しました。峰山町内の小学生17人が、お薦めの本

をクイズをまじえて紹介したり、自分でつくった本の

帯の発表や、図書委員会でつくったペープサートと読

書をすすめる全校的な取り組みを紹介するなど、工夫

をこらした発表がありました。 

　その後、ボランティアによる朗読、大型スクリーン

に絵本を映し出しての

読み聞かせや手品もあ

り、友だちの発表を聞

きにきた子どもたちや

ご家族のかたなど約100

人の参加者が感動し、

楽しみました。 

　今年は、恒例の「夏のおはなし会」と同時に、平成

14年７月の図書館オープン以来、初めてとなるコンサ

ートを開催しました。 

　当日は、約200人の親子が、大型絵本の読み聞かせ「と

もだちや」、パネルシアター「ネコのおいしゃさん」、

人形劇「こぶとりじ

いさん」、光る紙芝

居「７つのほし」な

どのおはなしの後、

アフリカの太鼓・カ

リンバやウクレレな

どの民族楽器の演奏

を聴いたり、みんな

で「てのひらを、た

いように」を歌うな

ど、ミニコンサート

を楽しみました。 

 

　
今
回
は
、
久
美
浜
町
に
あ
る
本
願

寺
の
ご
本
尊
「
木
造
阿
弥
陀
如
来
立

像
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
本
願
寺
は
、
本
紙
の
平
成
十
六
年

八
月
号
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

奈
良
時
代
の
行
基
（
ぎ
ょ
う
き
）
に

よ
り
開
か
れ
た
お
寺
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
に
残
る
本
堂
は
、
鎌
倉
時

代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
本
堂
に
は
、
ご
本
尊
の
阿
弥

陀
如
来
立
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
寺
に
残
る
正
安
（
し
ょ
う
あ
ん
）

元
年
（
一
二
九
九
年
）
の
文
書
に
よ

れ
ば
、
浄
土
宗
の
開
祖
で
あ
る
法
然

上
人
（
ほ
う
ね
ん
し
ょ
う
に
ん
）
が
、

建
久
（
け
ん
き
ゅ
う
）
三
年
（
一
一

九
二
年
）
に
来
寺
し
、
後
白
河
院（
ご

し
ら
か
わ
い
ん
・
一
一
二
七
年
〜
一

一
九
二
年
）
の
追
善
（
つ
い
ぜ
ん
）

を
行
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。 

　
法
然
上
人
が
、
本
願
寺
へ
来
た
か

ど
う
か
は
議
論
の
残
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
後
白
河
院
の
追
善
供
養
を
行
っ

た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
よ
う
で

す
。
そ
れ
を
示
す
資
料
が
、
本
願
寺

の
ご
本
尊
で
す
。 

　
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
ヒ
ノ
キ
材

の
寄
木
造
で
、
高
さ
九
七
・
九
セ
ン
チ

メ

ー
ト
ル
、
三
尺
余
り
の
像
で
す
。
左

足
は
、
半
歩
前
方

に
わ
ず
か
に
踏
み

出
し
て
お
り
、
鎌

倉
時
代
以
降
に
よ

く
み
ら
れ
る
姿
の

古
い
事
例
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
尊
は
、
仏
像
そ

の
も
の
の
姿
や
つ

く
り
方
と
い
っ
た
美
術
史
上
の
検
討

か
ら
み
て
、
後
白
河
院
の
持
仏
堂
（
じ

ぶ
つ
ど
う
）
で
あ
っ
た
長
講
堂
（
ち

ょ
う
こ
う
ど
う
）
と
の
関
係
が
考
え

ら
れ
、
本
願
寺
文
書
に
伝
え
る
よ
う

に
後
白
河
院
の
五
七
日
の
追
善
供
養

に
伴
っ
て
造
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
で
は
、
後
白
河
院
の
追
善
供
養
に

伴
っ
て
つ
く
ら
れ
た
仏
像
が
、
本
願

寺
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
か
。 

　
本
願
寺
の
所
在
す
る
久
美
浜
一
区

の
周
辺
は
、
久
美
浜
二
区
・
湊
地
区

を
含
む
範
囲
が
「
久
美
庄
」
と
呼
ば

れ
る
地
域
で
し
た
。
こ
の
久
美
庄
を

所
領
と
し
て
い
た
の
が
、
後
白
河
院

の
持
仏
堂
で
あ
っ
た
長
講
堂
で
す
。

久
美
庄
が
、
長
講
堂
の
荘
園
で
あ
っ

た
関
係
か
ら
、
関
係
す
る
仏
像
が
本

願
寺
に
残
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
本
願
寺
は
、
久
美
庄
の
現

地
支
配
の
拠
点
で
あ
っ
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、

鎌
倉
時
代
以
降
に
よ
く
み
ら
れ
る
左

足
を
半
歩
前
方
に
踏
み
出
す
像
の
古

い
例
と
し
て
、
保
存
状
態
も
よ
く
た

い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
平
成
六
年
二
月
十
八
日
付
け

で
京
都
府
指
定
文
化
財
（
彫
刻
）
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

黒
部
ス
タ
ー
ズ 

豊
栄
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

川
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

久
美
浜
ク
ラ
ブ 

島
津
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ 

橘
ラ
イ
ナ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア 

久
美
浜
ジ
ュ
ニ
ア 

五
箇
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ 

新
山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

丹
波
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

網
野
ク
ラ
ブ 

弥
栄
エ
ン
ゼ
ル
ズ 

峰
山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

大
宮
南
ウ
イ
ン
ズ 

宇
川
ジ
ャ
ガ
ー
ズ 

間
人
シ
ー
ガ
ル
ズ 

大
宮
リ
ト
ル
ド
リ
ー
ム
ス 

大
宮
ド
リ
ー
ム
ス 

弥
栄
東
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

郷
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

海
部
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

峰
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

優　勝　久美浜クラブ 

準優勝　大宮ドリームス 

笠井杯　久美浜ジュニア 

７月29日・７月30日 
７月31日・８月12日 

第２回京丹後市長杯争奪学童野球大会 第２回京丹後市長杯争奪学童野球大会 
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久美浜クラブ 

平成18年９月 平成18年９月 広報きょうたんご広報きょうたんご

23 22

市
の
文
化
財 

学
童
野
球
大
会 

市
立
図
書
館 
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人口・世帯数 

男　　　31,058人 

女　　　33,446人 

計　　　64,504人 

世帯数　22,052世帯 

　　（８月１日現在） 

平成18年９月 広報きょうたんご

24

グラウンド狭しと駆け回る 網野カップ少年サッカー大会 グラウンド狭しと駆け回る

「総祈祷」を50年ぶり復活「総祈祷」を50年ぶり復活
　
久
美
浜
町
の
蒲
井
地
区
で
八

月
十
六
日
に
開
か
れ
た
「
第
二

十
五
回
風
蘭
の
里
ま
つ
り
」（
住

民
祭
実
行
委
員
会
主
催
）
に
お

い
て
、
終
戦
後
に
途
絶
え
た
「
総

祈
祷
（
き
と
う
）
」
を
復
活
さ

れ
ま
し
た
。 

　
「
総
祈
祷
」
は
、
鉦
（
か
ね
）

や
太
鼓
を
鳴
ら
し
、
鎌
倉
時
代

に
つ
く
ら
れ
た
と
さ
れ
る
大
数

珠
（
約
十
四
メ
ー
ト
ル

）
を
、
車
座
で

念
仏
を
唱
え
な
が
ら
回
し
送
り
、

五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
を
祈
願

す
る
も
の
で
、
正
月
や
疫
病
が

流
行
し
た
と
き
な
ど
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年

代
か
ら
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。 

　
同
風
習
は
、
弘
安
八
年
（
一

二
八
五
年
）
に
踊
念
仏
で
知
ら

れ
る
「
一
遍
上
人
（
い
っ
ぺ
ん

し
ょ
う
に
ん
）
」
が
、
蒲
井
地

区
を
訪
れ
た
こ
と
に
関
連
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
住
民
祭
実
行
委
員
会
の
平
尾

穂
積
会
長
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
失
わ
れ
て
い
く
中
、
伝
統

を
ぜ
ひ
継
承
し
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　 

久
美
浜
町
蒲
井
地
区 

　
夏
休
み
真
っ
只
中
の
八
月
五

日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間
、

少
年
サ
ッ
カ
ー
の
交
流
大
会
「
網

野
カ
ッ
プ
」（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
が
開
か
れ
、
約
一
千
五
百

人
の
選
手
が
伸
び
伸
び
と
し
た

プ
レ
ー
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
網
野
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
の
創
立
二
十
周
年
を
契

機
に
、
海
と
緑
の
中
で
少
年
た

ち
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、

サ
ッ
カ
ー
競
技
の
普
及
と
技
術
・

体
力
の
向
上
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
年
々
参
加

チ
ー
ム
が
増
え
、
現
在
で
は
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
サ

ッ
カ
ー
大
会
と
し
て
は
市
内
一

の
規
模
を
誇
り
、
今
年
で
二
十

回
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し

た
。 

　
今
大
会
に
は
、
小
学
上
級
・

小
学
中
級
・
小
学
下
級
・
中
学

下
級
の
四
部
門
に
市
内
を
は
じ

め
、
京
都
府
内
の
チ
ー
ム
の
ほ

か
、
兵
庫
県
の
神
戸
市
や
朝
来

市
、
滋
賀
県
大
津
市
な
ど
か
ら

過
去
最
多
の
九
十
五
チ
ー
ム
が

出
場
。 

　
八
月
六
日
の
午
前
八
時
か
ら

網
野
北
小
学
校
（
網
野
町
浅
茂

川
）
で
開
か
れ
た
開
会
式
で
は
、

荒
田
助
役
が
「
日
ご
ろ
の
練
習

で
身
に
つ
け
た
技
術
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
十
分
に
発
揮
し
、
フ

ェ
ア
プ
レ
ー
の
中
か
ら
交

流
の
輪
を
広
げ
、
多
く
の

仲
間
と
の
友
情
を
育
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
選
手
を
激

励
し
、
さ
っ
そ
く
市
内
の

十
会
場
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。 

　
痛
い
ほ
ど
の
日
差
し
が

照
り
つ
け
る
中
、
真
っ
黒

に
日
焼
け
し
た
選
手
た
ち

は
、
暑
さ
も
忘
れ
て
夢
中

で
ボ
ー
ル
を
追
い
、
一
つ

ひ
と
つ
の
プ
レ
ー
に
保
護

者
な
ど
か
ら
大
き
な
歓
声

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

保
護
者
な
ど
か
ら
大
き
な
声
援
を
受
け
、 

選
手
た
ち
は
暑
さ
も
忘
れ
無
心
で
ボ
ー

ル
を
追
い
ま
し
た 

五
十
年
ぶ
り
に
「
総
祈
祷
」
で

復
活
さ
れ
た
大
数
珠
や
太
鼓 

ご健闘をお祈りしますご健闘をお祈りします

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
世
界
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
に
出
場

　
　
　
世
界
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
に
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
世
界
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
に
出
場

【
中
華
人
民
共
和
国
　
広
州
・
九
月
二
十
五
日
〜
十
月
一
日
】 

　
　
　
　
　
　
網
野
高
等
学
校
出
身
　
松
本
　
真
也
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
網
野
高
等
学
校
出
身
　
伊
調
　
千
春
さ
ん 

男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
八
十
四
㎏
級 

（
網
野
町
） 

女
子
四
十
八
㎏
級 


